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大大会会長長挨挨拶拶  
  

令和５年度公益社団法人日本補綴歯科学会 

西関東支部学術大会 

  

大会長 鈴木 恭典  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 准教授 

 

 この度，令和 5 年度の公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部学術大会を，令和 6 年 1 月 7

日（日）に横浜市の神奈川県歯科医師会館にて開催いたします．昨年に引き続き現地対面式で開

催できますことを，本当に幸いと感じております．今回の学術大会では「健康長寿をサポートす

る補綴臨床」をメインテーマに，シンポジウム，生涯学習公開セミナー，特別講演，ランチョン

セミナー，ハンズオンセミナーを企画しました． 

 シンポジウムにおきましては，欠損補綴の治療方法としてハイレベルな機能，審美回復はもと

より，全身的な健康増進に大きな役割を果たしているインプラント治療に焦点をあて，安全・安

心なインプラント治療を提供していくために「インプラントのトラブルシューティング」をテー

マに今村栄作先生（横浜総合病院）と小久保裕司先生（鶴見大学）にご講演いただきます．生涯

学習公開セミナーはオーラルフレイルや認知症を予防し健康長寿を達成するために，ライフス

テージを考慮した補綴歯科治療や口腔機能維持への対応，病診連携や周術期管理から見た補綴歯

科について「「「栄養摂取」と「美味しい」を守る補綴歯科」」をテーマに鈴木真由美先生（東京女子

医科大学），菅 武雄先生（鶴見大学）にご講演をお願いしました．特別講演は，守屋義雄先生（神

奈川県歯科医師会会長）に「補綴学会・補綴治療の未来への展望 －神奈川県歯科医師会からの

提言－」をテーマにご講演いただきます． 

 また，デジタルデンティストリーのワークフローには必須とも言える口腔内スキャナーを実感

していただくために，ランチョンセミナー，ハンズオンセミナーの開催を予定しています．学会

終了後は意見交換会を久しぶりに開催させていただきますので，お互いの交流，懇親の場となり

ますことを心から希望しています．本学術大会が盛会裏に終えられますよう，大会校一同，精一

杯準備していく所存です．多くの方々のご参加をお待ち申し上げております． 
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第一会場 役員会会場
(6F　視聴覚研修室） （6F　公衆衛生指導室）

開会の辞

閉会の辞

　

17:00

8:00

一般口演 1

一般口演 2

　　　 10:30〜12:00
　　　  シンポジウム
　　　座長：木本克彦
　　　演者：小久保裕司
　　　　　　今村栄作

　　　 15:30〜17:00
　生涯学習公開セミナー
　　　座長：井野　智
　　　演者：鈴木真由美
　　　　　　菅　武雄

9:00

10:00

11:00

12:00

14:00

12:30〜13:30
ランチョンセミナー
演者：佐々木圭太

　　　 13:40〜14:10
　　　　 特別講演
　　　座長：大久保力廣
　　　演者：守屋義雄

12:00〜12:30（30分）
総会

13:00

15:00

16:00

ポスター撤去

一般口演 3

14:10〜15:10
ハンズオンセミナー

神奈川県歯科医師会

1月7日(日)

8:00〜8:55
(公社）日本補綴歯科学会

西関東支部役員会

9:00〜9:50
ポスター
質疑応答

ポスター掲示

第二会場
(5F　501・502)

8:30〜9:00（30分）
ポスター貼付

令和5年度　公益社団法人日本補綴歯科学会
西関東支部学術大会
スケジュール一覧
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௧௧࿴࿴ 55 ᖺᖺᗘᗘ公公┈┈社社ᅋᅋἲἲேே日日本本補補綴綴歯歯科科学学会会  

西西関関東東支支部部学学⾡⾡大大会会ཧཧຍຍののⓙⓙᵝβ࡬࡬  

  
1） 学会ཷ௜にて当日会㈝ ����� ෇をお支ᡶいのうえ，参加❶をおཷࡅ取ください．お支ᡶ

いは，現㔠のࡳです． 
�） 日本補綴歯科学会認定歯科ᢏᕤኈの方の参加㈝は↓ᩱです．Ⓩ㘓ドをཷ௜にご提♧く

ださい� 
�） 学術大会参加❶には所ᒓ・Ặྡをグධのうえ，身につࡅてごධ場ください． 
�） 学会会場におࡅるビデオ・෗真᧜ᙳ➼は，Ⓨ⾲⪅のⴭ作ᶒ保ㆤのため⚗Ṇとなࡗてお

ります� 
5） ㉁␲・ウㄽのためのⓎ言⪅は座長のᣦ♧にᚑい，所定のマイクを౑⏝して所ᒓとẶྡ

を࿌げた後，せ㡿よく⡆₩にⓎ言してください� 
6） ᑓ㛛医の申ㄳ・᭦᪂について本学術大会は，生涯学習公開セミナーとは別の༢఩認定

となります．༗後の一⯡口演終了 15 ศ後までⓏ㘓ཷ௜いたします．Ⓩ㘓᫬㛫は，����ࠥ
15��� です．ࡑれ௨㝆は，学術大会の参加Ⓩ㘓はできませࢇ．本会ᑓ㛛医の申ㄳあるい

は᭦᪂を希望する会ဨの方は，ཷ௜にて会ဨドを提♧し，ࣂーࢥーࢻのㄞࡳ㎸ࡳをし

てください．会ဨドをおᛀれなくご持参ください．なお，会ဨドがない場合には，ᑓ㛛

医◊ಟ࢝ーࢻをཷ௜にておΏししますので，ごグධのうえご提ฟください． 
7） 日歯生涯◊ಟについて公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部学術大会に参加（ฟ

ᖍ）した場合には，特別◊ಟとして 1� ༢఩が取ᚓできます．また，シンポジウム講演

に参加した場合にはཷ講◊ಟとして � ༢఩，特別講演に参加した場合にはཷ講◊ಟと

して 1 ༢఩，生涯学習公開セミナーに参加した場合にはཷ講◊ಟとして � ༢఩が取ᚓ

できます．（学術大会 ◊ಟࢥー࠙ࢻ�特別，ࠚ���6࠙ࢻーࢥシンポジウム◊ಟ，ࠚ���

講演◊ಟࢥー�6࠙ࢻ�� （ࠚ����࠙ࢻーࢥ生涯学習公開セミナー ◊ಟ，ࠚ
,& ࢝ーࢻを持参のうえ，ཷ௜にてⓏ㘓をお願いします� 

�） 感ᰁ予防には༑ศな対⟇を⾜いますが，ⓙᵝのご༠ຊをお願いします．యㄪ୙Ⰻの方

のご参加はお᥍えください．ධ館᫬には，ᡭᣦᾘẘおよࡧయ  定を⾜ࡗていただき

ます．�7�5 度௨上の方のධ場はお᩿りします．マスクを╔⏝していない方のධ場はお

᩿りいたします．館内では，Ⓨ⾲᫬をྵめ，ᖖ᫬マスクの╔⏝をお願いします．また，

会場での㣧㣗はお᩿りします． 
�） ランチョンセミナーᩚ理ๆについて 

ランチョンセミナーのᩚ理ๆをୗグのとおり㓄ᕸいたします． 
場 所㸸神奈川県歯科医師会館 1 㝵 総合ཷ௜ 
᫬ 㛫㸸�㸸��ࠥ1�㸸�� 
ဵᩚ理ๆがなくなりḟ➨㓄ᕸ終了とさせていただきます． 
ဵᩚ理ๆをお持ちの方からඃ先的にごධ場いただࡅます．ただしᩚ理ๆはランチョン

セミナー開ጞ 5 ศ後に↓ຠとなりますのでごὀ意ください．なお，おᘚ当のᩘには㝈

りがありますので，ご了ᢎください． 
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ⓎⓎ⾲⾲ࡿࡿࢀࢀࡉࡉඛඛ生生᪉᪉࡬࡬  
 

 

࠙࠙一一⯡⯡口口演演ⓎⓎ⾲⾲ࠚࠚ  

口演Ⓨ⾲の᫬㛫は，Ⓨ⾲ �ศ，㉁␲応⟅ �ศです． 

演⪅は座長のᣦ♧にᚑい，᫬㛫ཝ守でお願いします． 

Ⓨ⾲⪅はཷ௜にて，Ⓨ⾲⪅のྡᮐをཷࡅ取ࡗてください． 

 
&&33ࠓࠓ にによよるる講講演演ⓎⓎ⾲⾲ににつついいててࠔࠔ  

� Ⓨ⾲はす࡭て会場での対面で，3& によるⓎ⾲（༢෗）とします． 

� 一⯡口演Ⓨ⾲で౑⏝するデータは，86% メࣔリでご持参いただき，୺催⪅で⏝意するࣃ

 ．ン（:LQGRZV）でごⓎ⾲くださいࢥࢯ

� 演㢟Ⓨ⾲の進⾜᧯作は，ご⮬身で⾜ࡗてください． 

� 3RZHU3RLQW のⓎ⾲⪅ࢶールは౑⏝できませࢇ． 

� フ࢓イルは 3RZHU3RLQW（ᣑᙇ子�SSW[）にて :LQGRZV ᶆ準ᦚ㍕フ࢛ントをご౑⏝くださ

い． 

� 予備のࢵࣂクࢵ࢔プデータを必ࡎお持ちください． 

� Ⓨ⾲᫬้の �� ศ๓までに，Ⓨ⾲データのヨ෗☜認ならࡧに提ฟを⾜ࡗてください． 

� Ⓨ⾲⪅の方はⓎ⾲予定᫬้の �� ศ๓までにḟ演⪅ᖍに╔ᖍしてください． 

� Ⓨ⾲⪅はヱ当する &2, について，Ⓨ⾲スライࢻの᭱ึから �␒┠のスライࢻに所定のᵝ

式��$� ��%にて開♧をお願いします�ヲ⣽は日本補綴歯科学会+3を参↷してください． 

 
࠙࠙ポポススタターーⓎⓎ⾲⾲ࠚࠚ  

Ⓨ⾲⪅はポスターཷ௜にて，Ⓨ⾲⪅のྡᮐをཷࡅ取ࡗてください． 

横 ��FP�⦪ ���FP で〇作し，༳ๅしたものを当日開場へご持参ください． 

展♧⏝に横 ��FP�⦪ ���FP の展♧ᯈを⏝意します． 

演㢟␒ྕは㐠Ⴀ஦ົᒁで⏝意します（ᕥ上，��FP���FP）．

演㢟・Ⓨ⾲⪅ྡ・所ᒓ，㢦෗真をධれて作成してくださ

い． 

ポスター୰に &2, ヱ当の᭷↓を開♧してください． 

 
ͤ㉁␲応⟅㸸����ࠥ���� 

㈞௜᫬㛫㸸����㹼���� 

展♧᫬㛫㸸����㹼�����  

᧔ཤ᫬㛫㸸�����㹼����� 
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ププロロググララムム 
会会場場㸸㸸神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会 

8:00ࠥࠥ8:55   ࠙公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部役ဨ会㸸6F 公⾗⾨生ᣦᑟᐊࠚ 

8:55      開会の㎡   大会長 鈴木恭典先生 （鶴見大学） 

 

࠙一⯡口演ࠚ 
࠙日歯生涯◊ಟࢥーࢻ㸸9403ࠚ 

9:00ࠥࠥ9:40      セセࢵࢵシショョンン㸯㸯      座座  長長  小小川川  ໶໶  先先生生（（鶴鶴見見大大学学）） 
O-1． 全㢡的治療によりည合ᖸ΅と࿪ᄮ㞀ᐖをᨵၿした症౛ 

 久保大஧㑻，川西⠊⦾，ᫍ ᠇幸，木本ඞᙪࠐ
神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 

 
O-2． ည合㐪和感症ೃ⩌ᝈ⪅の心理的࢔セスメントシートのヨ作とࡑの臨床応⏝にྥࡅて 

຾司⨨⋣ࠐ 1)，㧗ᶫ美保 2)，和ᬛ㐶㤶 2)，ᓥ⏣ ῟ 3)，௰஭ኴ心 4)，Ώ㎶⚽司 5)，⸨ཎ ᇶ 6)，

和Ẽ裕அ 7) 
1) 神奈川歯科大学，2) 東京大学大学院教⫱学◊✲科臨床心理学ࢥース，3) グリーンデンタルクリ

࡝ࡳ (ク，4) 歯科௰஭診療所，5)（医�⚽真会とつかグリーン歯科，6) 久㔛浜グリーン歯科，7ࢵࢽ

り小ඣ歯科 
 
O-3． 〄║❧యど⎔ቃにおࡅる支ྎ歯ᙧ成シミュレーションの開Ⓨ 

ᐩ⏣งኴ㑻ۑ 1)，ᯈᐑ᭸ᇶ 2)，୰㔝ள希人 2)，川西⠊⧚ 1)，ᫍ ᠇幸 1)，木本ඞᙪ 1) 

1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝，2) 神奈川歯科大学総合歯学教

⫱学講座教養教⫱学ศ㔝 
 
O-4． ᛴᛶ期総合病院歯科口腔እ科におࡅる歯科補綴治療のあり方への考ᐹ 

 ᒣ ோྥۑ
横浜市❧ࡳなと㉥༑Ꮠ病院歯科口腔እ科 

 

9: 40ࠥࠥ10:20      セセࢵࢵシショョンン㸰㸰      座座  長長  川川西西  ⠊⠊⦾⦾  先先生生（（神神奈奈川川歯歯科科大大学学）） 
O-5． ᭷ⱼ㢌㡬㦵ᘚ⛣᳜による上㢡෌ᘓ後のインプラント義歯の長期⤒㐣 ʊ補綴タィの㔜せᛶʊ 

ᑿ関㞞ᙪࠐ 1,2)，大久保ຊᘅ 2) 

1) ᕢ㬞デンタルクリࢵࢽク，2) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
 
O-6． ᝈ⪅㈇ᢸを考慮したインプラントオーࣂーデンチャー症౛ 

 ᱝ本ග希，鈴木恭典，㒆 ၨ௓，武⸨ு治，大久保ຊᘅۑ
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
O-7． 㢡㦵෌ᘓ・ည合෌ᘓ症౛の補綴⿦⨨による࿪ᄮ能⋡の予備的᳨ウ 

బ㔝ྣ㤶ࠐ 1)，஭川知子 1)，木ཎ⌶ஓ 1)，Ἑ村 ᪼ 2)，ཎ⏣┤ᙪ 2)，㔜⏣ඃ子 1)，㔜本ಟఛ 1)，

小川 ໶ 1) 

1) 鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ科 
 
O-8． 健ᖖ᭷歯㢡⪅の習័ᛶ開㛢口㐠ືの 3 ḟඖ的安定ᛶ 

，ᖹ஭真ஓ，㔜本ಟఛ，Ⲷཎ久႐，小ᓥ຺ኴ㑻，బ㔝ྣ㤶，஭川知子，ᖹᯘ㔛大，㔜⏣ඃ子ۑ

小川 ໶ 
鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 
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10:30ࠥ12:00 ࠙シンポジウムࠚ 
࠙日歯生涯◊ಟࢥーࢻ㸸2609ࠚ 
 

テテーーママ「「 イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
座 長㸸木本 ඞᙪ 先生 

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 

神奈川⻭科⼤学附属横浜研修センター・横浜クリニック院⻑ 

 
「インプラント補綴ేⓎ症と対⟇」 

講 師㸸小久保 裕司 先生 

鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 

 鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院インプラントセンター 

 
「インプラントእ科ేⓎ症」 
講 師㸸今村 栄作 先生 

横浜総合病院歯科口腔እ科 
 
12:00ࠥ12:30        ࠙令和５年度公益社団法人日本補綴歯科学会西関東支部総会ࠚ 
 
12:30ࠥ13:30         ࠙ランチョンセミナーࠚ 

「⼝腔内スキャナーの臨床応⽤」 
講 師㸸佐々⽊ 圭太 先生 

鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 

 
13:40ࠥ14:10 ࠙特別講演ࠚ 
࠙日歯生涯◊ಟࢥーࢻ㸸2699ࠚ 
 

座 長㸸大久保 ຊᘅ 先生 
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
「補綴学会・補綴治療の未来への展望 ̿神奈川県歯科医師会からの提言̿」 

講 師㸸守屋 義雄 先生 

神奈川県歯科医師会 会長 

 

14:25ࠥࠥ15:05      セセࢵࢵシショョンン㸱㸱      座座  長長  ୰୰村村  ၿၿ治治  先先生生（（鶴鶴見見大大学学）） 
O-9． ᭷床義歯補綴⿦⨨のタィ学ಟ支᥼システムに関するሗ࿌ 

かり㸯），ⷵ部ᝆ司ࡺᒾୗⱥኵ㸯），Ύᐑ一⚽㸰），ℊ㔝奈✑㸯），ΎỈ⤫ኴ㸯），⚟ᒣ༟ᚿ㸯），ᐩ㔝ࠐ

㑻㸯），加々美ኴ㍜㸯），ᐑ本⦼㍜㸯），和Ἠ ί㸯），大川公子㸯），㎷村᭷ဢ㸯)，୕Ꮿᛅ㝯 3)，஭㔝 

ᬛ㸯） 
1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝，2) 神奈川歯科大学歯科診療支᥼学講座

歯科ᢏᕤ学ศ㔝，3) 鶴見歯科医院（西関東支部） 
 
O-10．  審美ᛶに㓄慮した☢ᛶ࢔タࢵチメント応⏝のศ割義歯 

ᰘ⏣⩧࿃ࠐ 1)，ᯇ本ᩄග 2)，ᰩཎ大௓ 1），大久保ຊᘅ 1) 

㸯) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ科 
 
O-11．  口腔内スキャナーを応⏝して〇作した CAD/CAM 㢡義歯 

 女川❳ᖹ，ゅ⏣㱟ᖹ，๓⏣ᆂு，ᰩཎ大௓，᪂保⚽ோ，大久保ຊᘅࠐ
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
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O-12．  ✚ᒙ㐀ᙧ Co-Cr クラスプの◊☻方法に関する実㦂的◊✲ 
武ᒣ୔ᚭࠐ 1)，Ḉ஭ᩄ⥅ 1)，Ἑ村 ᪼ 2)，᪂保⚽ோ 1)，大久保ຊᘅ 1) 
㸯) 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ科 

 
15:10ࠥࠥ15:20      㛢㛢会会のの㎡㎡      ḟḟ期期大大会会長長 
 
15:�0ࠥࠥ1�:00      ࠙࠙生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーーࠚࠚ 
࠙日歯生涯◊ಟࢥーࢻ㸸2908ࠚ 
 

テテーーママࠗࠗ「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科࠘࠘ 
座 長㸸஭㔝 ᬛ 先生 

神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝 

 

「人生 100 年᫬௦に㈉⊩する歯科医療」 
講 師㸸鈴木 真由美 先生 

東京女子医大学 ╧╀科 
 

「࿪ᄮとᄟୗの関ಀᛶを加味したᖐ⤖とは」 
講 師㸸菅 武雄 先生 

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 
 
 

࠙࠙ポポススタターーࠚࠚ 
9:00ࠥࠥ1�:40 
P-1． AI を౑⏝した歯ෙ補綴⿦⨨のタィと歯科ᢏᕤኈのこれからのᅾりかた 

஭上⤮理㤶ۑ 1)，Ύᐑ一⚽ 1)，ᒣ㇂຾ᙪ 1)，ᫍ ᠇幸 2)，木本ඞᙪ 2) 

1) 神奈川歯科大学歯科診療支᥼学講座歯科ᢏᕤ学ศ㔝，2) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラ

ウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 
 
P-2． ⮻歯部ည⪖によるప఩ည合に対し㔠ᒓリテーナーᆺ義歯でည合ᣲ上を⾜ࡗた症౛ 

 小➟ཎ᲍Ἃ，బ⸨ὒᖹ，ⓑ஭㯞⾰，大久保ຊᘅۑ
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
P-3． 審美ᛶを考慮したジル࢔ࢽࢥブリࢵジ支ྎミリングデンチャーの 1 症౛ 

 Ụဴ㑻, 㒆 ၨ௓，ΎỈ ㈼，బ⸨ὒᖹ，大久保ຊᘅ⸩ࠐ
鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

 
P-4． CBCT ༳㇟法による㸱D プリント義歯〇作法のྍ能ᛶについて 

຾司⨨⋣ࠐ サブࢵル࢝࢔・シャールࢵࣂ，（1 2），ウࢲイ・࢔ルタ࢔イ 3） 

1) 神奈川歯科大学，2) ࢔ル࢔イン・ス࣌シャライズࢻ・メディ࢝ル・センター，3) ࢔ルマラク・

࢚ステティࢵク・センター 
 
P-5． SMG 㑅ᢥにおࡅる「㐠ື᫬かࡳしめ⮬ぬㄪᰝ」の᭷ຠᛶ 

部ᝆ司㑻ⷵࠐ 1），⚟ᒣ༟ᚿ 1），Ύᐑ一⚽ 2），୰㟼฼ᩥ 2），ᐩ㔝ࡺかり 1），஭上 ඔ 3），ΎỈ⤫ኴ
1），久保ᩔྐ 1），୰୸ள美 1），∦ᒸඃ加 1），෠Ọ㡰ᖹ 1），村上リ⧊ 1），ᒾୗⱥኵ 1），ℊ㔝奈✑
1），஭㔝 ᬛ 1） 
1) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝, 2) 神奈川歯科大学歯科診療支᥼学講座歯

科ᢏᕤ学ศ㔝, 3) 神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 
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シシンンポポジジウウムム 
 

 

「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

座座長長ᢒᢒ㘓㘓  

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 

神奈川歯科大学㝃ᒓ横浜◊ಟセンター・横浜クリࢵࢽク院長 

木本 ඞᙪ 

 

 歯科医療は，予᝿されるトラブルに対して୓全な対⟇を講じるものの，人を対㇟とし，人が治療する

ためにᑡなからࡎトラブルは生じます．インプラント治療は，እ科的治療と補綴治療に大別されますが，

ྛ治療に対してేⓎ症があり，ࡑの㢖度が௚の治療よりも多いことがሗ࿌されています． 

 このような⫼ᬒから，今回のセミナーでは，ྛ治療のᑓ㛛医にごⓏቭいただき，インプラントトラブ

ルの現≧とゎỴ法について⤂௓いたします．እ科的なトラブルについては，横浜総合病院歯科口腔እ科

の今村栄作先生より「インプラントእ科ేⓎ症」と㢟して，᭱㏆増加ഴྥにあるእ科ᡭ術ᝈ⪅ᒙの㧗㱋

໬にకう全身的な合ే症や᪂しいᢏ術やマテリ࢔ルに関する୙័れなేⓎ症についてゎㄝいただきま

す． 

 補綴的なトラブルについては，鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座の小久保裕司先生から，

「インプラント補綴ేⓎ症と対⟇」と㢟して，Ⓨ生㢖度の㧗い๓⿦ᮦᩱの◚損・ᦶ⪖やࢵࣂ࢔トメント

スクリューの⦆ࡳ・◚ᢡな࡝の補綴ేⓎ症を⤂௓いただき，ࡑのཎᅉや予防法，対ฎ法についてゎㄝし

ていただきます． 

 このセミナーが，先生方の日ᖖ臨床において᭷益であることを願ࡗています． 

 

 

 

 

࠙␎Ṕࠚ 

1988 年 神奈川歯科大学歯学部༞ᴗ  

2000 年 ⡿ᅜ࢝リフ࢛ル࢔ࢽ大学ロサンジ࢙ルス校（UCLA）歯学部 ᐈဨ◊✲ဨ 

2007 年 神奈川歯科大学 㢡口腔機能ಟ復科学講座 クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 教授 

2021 年 神奈川歯科大学 歯科補綴学講座 クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 教授  

                               （⤌⧊෌⦅のため） 

2023 年 神奈川歯科大学㝃ᒓ横浜◊ಟセンター・横浜クリࢵࢽク院長 

 

現ᅾ （公社）日本口腔インプラント学会ᣦᑟ医・ᑓ㛛医  

（公社）日本補綴歯科学会 ᣦᑟ医・ᑓ㛛医 

日本デジタル歯科学会 理஦ ᑓ㛛医な࡝ 
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シシンンポポジジウウムム 
「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

「「イインンププラランントト補補綴綴ేేⓎⓎ症症とと対対⟇⟇」」 
 

鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 

鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院インプラントセンター 

小久保 裕司 

 
 インプラント治療は欠損に対する補綴方法の一つとして，ࡑの長期成⦼からも㧗い成ຌ⋡を♧し，ಙ

㢗ᛶの㧗い治療方法となࡗています．ࡑの一方で，እ科ฎ⨨や補綴ฎ⨨，ࡑの後のメインテナンス᫬➼，

▷期から長期にࢃたりᑡなからࡎトラブルがⓎ生しています．これらのⓎ生を予 し，診᩿や治療ィ画

❧᱌の᫬点から回㑊または᭱小㝈にすることはもちࢇࢁのことでありますが，症౛によࡗてはあらかじ

めインフ࢛ームࢥࢻンセントを⾜いⓎ生のྍ能ᛶを知らせておく必せがあります． 

 本講演では生≀学的，機Ე的トラブルのศ㢮ではなく，እ科的，補綴的トラブルにศ㢮し提♧します．

デジタルᢏ術のᑟධやンプラント治療に対する長期࢚ビデンスもሗ࿌され，ᮦᩱの㑅ᢥ，上部ᵓ㐀のタ

ィ，ࢵࣂ࢔トメントᙧែの௜୚な࡝もኚ໬してきています．⚾のࣃートでは補綴的トラブルについて，

本学でのㄪᰝ⤖果を㋃まえ，Ⓨ生㢖度の㧗い๓⿦ᮦᩱの◚損・ᦶ⪖，ࢵࣂ࢔トメントスクリューの⦆ࡳ・

◚ᢡ，チタンベースの⬺㞳，ࢥンタクトの㞳開，インプラント周ᅖ⢓⭷⅖，インプラント周ᅖ⅖な࡝に

関して，ཎᅉや予防法，対ฎ法について，症౛を㏻じඹ᭷したいとᛮいます．本講演が先生方の日ᖖ臨

床に役❧てࡤ幸いです． 

 

 

 

 

࠙␎Ṕࠚ 

1��6 年  鶴見大学歯学部༞ᴗ 

1��� 年 鶴見大学大学院歯学◊✲科ಟ了 

1��� 年 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨ � 講座 ຓᡭ 

1��� 年 マルメ大学歯学部補綴科 ᐈဨ◊✲ဨ 

��1� 年 ᓥ᰿大学医学部 臨床教授 

��1� 年 鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 学内教授 

���1 年 鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院口腔㢡㢦面インプラント科 科長 

 

現ᅾ （公社）日本口腔インプラント学会 ᑓ㛛医 

（公社）日本補綴歯科学会 ᑓ㛛医 

,7,（,QWHUQDWLRQDO 7HDP IRU ,PSODQWRORJ\）)HOORZ  
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シシンンポポジジウウムム 
「「イインンププラランントトののトトララブブルルシシュューーテティィンンググ」」 
 

「「イインンププラランントトእእ科科ేేⓎⓎ症症」」 
 

横浜総合病院歯科口腔እ科 

今村 栄作 

 

 ㏆年本㑥では年㛫 5� ୓本௨上のインプラントయが㈍኎されており，歯科インプラント治療の᭷⏝ᛶ

がᗈく認㆑されᅜẸ的医療になࡗてきています．ᡃ々のような病院歯科口腔እ科においても，かかりつ

のうࡑまなインプラント治療に関する౫㢗があり，㦵㐀成ᡭ術やトラブル対応もࡊ歯科医院からさまࡅ

ちの一つです．⚾は歯科医師臨床の࡯と࡝ࢇをᩆᛴ病院で㐣ごしてきまして，さまࡊまなトラブル対応

౫㢗や㟁ヰ┦ㄯをཷࡅる機会をいただいてきました．この �5 年㛫を᣺り㏉ࡗてࡳますと，インプラン

トእ科トラブルの内ᐜがኚ໬してきているようにᛮࢃれます．ࡑれはさまࡊまな◊ಟ会や大学，学会୺

ᑟによるインプラント治療教⫱のᬑཬ，画ീ機ჾやࢯフトによる診᩿精度のྥ上と࢚ビデンスの⵳✚や

治療ᣦ㔪の⟇定な࡝が，インプラントトラブルᩘのῶᑡにᐤ୚していると考えます．௨๓は多く見られ

た神⤒⾑管損യや上㢡Ὕな࡝へのインプラントయ㏞ධ，㞄ᅾ歯᰿損യのようなẚ㍑的ึṌ的なトラブル

はⴭしくῶᑡし，እ科ᡭ術ᝈ⪅ᒙの㧗㱋໬にకう全身的な合ే症や᪂しいᢏ術やマテリ࢔ルに関する୙

័れなేⓎ症が増加してきている༳㇟です．今回⚾は当院の臨床౛を୰心にインプラントእ科ᡭ術に関

連したేⓎ症のヰを⾜う予定です．今回の内ᐜが先生達の日ᖖ臨床において，ᑡしでもお役に❧てれࡤ

幸いです． 

 

࠙␎Ṕࠚ 

1��1 年 � 月 東໭大学歯学部歯学科 ༞ᴗ 

      � 月 鶴見大学歯学部 口腔እ科学➨㸯講座ධᒁ（診療科ຓᡭ） 

     1� 月 長㔝県ཌ生連బ久総合病院 歯科口腔እ科（◊ಟ医） 

1��� 年 � 月 横浜ປ⅏病院 歯科口腔እ科໅ົ（◊ಟ医，ᑓಟ医） 

1��5 年 � 月 東Ⱚᯘ㛫病院 歯科口腔እ科໅ົ（医ဨ） 

1��6 年 � 月  鶴見大学歯学部 口腔እ科学➨ 1 講座（ຓᡭ） 

1��6 年 1� 月 横浜ປ⅏病院 歯科口腔እ科໅ົ（医ဨ，医長） 

���1 年 6 月 横浜総合病院 歯科口腔እ科（部長） 

���5 年 � 月 ᱒ⶱ横浜大学医⏝ᕤ学部（ᐈဨ教授，��1� 年 � 月まで） 

��15 年 � 月 横浜総合病院 院長補బ（ව௵） 

  

歯学༤ኈ（᫛和大学口腔ゎ๗学講座） 

現ᅾ （公社）日本口腔እ科学会 認定口腔እ科ᑓ㛛医 ௦㆟ဨ 

（公社）日本口腔インプラント学会 認定ᑓ㛛医 

,7,（,QWHUQDWLRQDO 7HDP IRU ,PSODQWRORJ\）)HOORZ 

,7, 日本支部公認インプラントス࣌シャリスト 

特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        ̿̿神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言̿̿」」 
 

座座長長ᢒᢒ㘓㘓  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

大久保 ຊᘅ 

 

 この度，（公社）日本補綴歯科学会（௨ୗ，補綴学会）でỌく௦㆟ဨとしてごά㌍され，神奈川県歯科

医師会を௦⾲する❧場から補綴学会西関東支部の学術άື，㐠Ⴀに多大なご支᥼，ご༠ຊをいただいて

いた守屋義雄先生が神奈川県歯科医師会の会長にごᑵ௵されました．守屋義雄先生は補綴学会西関東支

部の役ဨ会においても，開ᴗ医であり日本歯科医師会の会ဨとしてのど座から，補綴学会と歯科医師会

の連携およࡧ༠同についてᖖ日㡭からとても㈗㔜なごᣦ᦬をされており，西関東支部の㐠Ⴀに多大なຌ

⦼をṧされてきました．特に 2 年に 1 度，ࣃシフィࢥ横浜でデンタルショーが開催される年᫬には，西

関東支部学術大会が同じ場所でඹ催となるように౽ᐅをᅗࡗてくださり，補綴学会は多大なᜠᜨをཷࡅ

ています． 

 本講演では，神奈川県歯科医師会 会長としての❧場から，補綴学会へのご提言や補綴治療に関する

一ᐙ言をおヰしいただく予定です．現ᅾの補綴治療は᪂ᮦᩱの開Ⓨや෌生，インプラント，CAD/CAM

テクࣀロジー➼のⓎ展により，日進月Ṍに進໬していますが，᭱᪂の補綴治療がᅜẸにྥࡅてᗈくᬑཬ

するためには一⯡開ᴗ医の先生方のご༠ຊが୙ྍ欠です．ࡑのためには，開ᴗの先生方にも補綴学会に

✚ᴟ的に参加していただき，知㆑やᢏ術をඹ᭷することが必せと感じています．さらにこのたࡧ，「補綴

歯科ᑓ㛛医」がᗈ࿌開♧ྍ能とṇ式認ドされたことをཷࡅ，一⯡の開ᴗ医と補綴歯科ᑓ㛛医との連携も

今一度見┤す᫬期にあるとᛮࢃれます．す࡭てはᝈ⪅さࢇのために，神奈川県歯科医師会 会長からの

本学会にྥࡅたご提言を⪺かせていただき，᭱᪂の補綴治療のᬑཬを┠ᣦして補綴学会のⓎ展につなげ

ていきたいとᛮいます． 

 
 
࠙␎Ṕࠚ 

1986 年 3 月 鶴見大学歯学部༞ᴗ 

1990 年 3 月 鶴見大学大学院歯学◊✲科ಟ了 

1990 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨一講座 ຓᡭ 

1996 年 5 月 Visiting Scientist, Baylor College of Dentistry 

2009 年 1 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨一講座 教授 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院 病院長 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部インプラントセンター センター長 

2018 年 4 月 鶴見大学歯学部 学部長 （現ᅾに⮳る） 
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特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        ̿̿神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言̿̿」」 
 

座座長長ᢒᢒ㘓㘓  

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

大久保 ຊᘅ 

 

 この度，（公社）日本補綴歯科学会（௨ୗ，補綴学会）でỌく௦㆟ဨとしてごά㌍され，神奈川県歯科
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いた守屋義雄先生が神奈川県歯科医師会の会長にごᑵ௵されました．守屋義雄先生は補綴学会西関東支

部の役ဨ会においても，開ᴗ医であり日本歯科医師会の会ဨとしてのど座から，補綴学会と歯科医師会

の連携およࡧ༠同についてᖖ日㡭からとても㈗㔜なごᣦ᦬をされており，西関東支部の㐠Ⴀに多大なຌ

⦼をṧされてきました．特に 2 年に 1 度，ࣃシフィࢥ横浜でデンタルショーが開催される年᫬には，西

関東支部学術大会が同じ場所でඹ催となるように౽ᐅをᅗࡗてくださり，補綴学会は多大なᜠᜨをཷࡅ

ています． 

 本講演では，神奈川県歯科医師会 会長としての❧場から，補綴学会へのご提言や補綴治療に関する

一ᐙ言をおヰしいただく予定です．現ᅾの補綴治療は᪂ᮦᩱの開Ⓨや෌生，インプラント，CAD/CAM

テクࣀロジー➼のⓎ展により，日進月Ṍに進໬していますが，᭱᪂の補綴治療がᅜẸにྥࡅてᗈくᬑཬ

するためには一⯡開ᴗ医の先生方のご༠ຊが୙ྍ欠です．ࡑのためには，開ᴗの先生方にも補綴学会に

✚ᴟ的に参加していただき，知㆑やᢏ術をඹ᭷することが必せと感じています．さらにこのたࡧ，「補綴

歯科ᑓ㛛医」がᗈ࿌開♧ྍ能とṇ式認ドされたことをཷࡅ，一⯡の開ᴗ医と補綴歯科ᑓ㛛医との連携も

今一度見┤す᫬期にあるとᛮࢃれます．す࡭てはᝈ⪅さࢇのために，神奈川県歯科医師会 会長からの

本学会にྥࡅたご提言を⪺かせていただき，᭱᪂の補綴治療のᬑཬを┠ᣦして補綴学会のⓎ展につなげ

ていきたいとᛮいます． 

 
 
࠙␎Ṕࠚ 

1986 年 3 月 鶴見大学歯学部༞ᴗ 

1990 年 3 月 鶴見大学大学院歯学◊✲科ಟ了 

1990 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨一講座 ຓᡭ 

1996 年 5 月 Visiting Scientist, Baylor College of Dentistry 

2009 年 1 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨一講座 教授 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院 病院長 

2016 年 4 月 鶴見大学歯学部インプラントセンター センター長 

2018 年 4 月 鶴見大学歯学部 学部長 （現ᅾに⮳る） 
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特特別別講講演演 
 

 

「「補補綴綴学学会会・・補補綴綴治治療療のの未未来来へへのの展展望望  

        ̿̿神神奈奈川川県県歯歯科科医医師師会会かかららのの提提言言̿̿」」 
 

神奈川県歯科医師会 会長 

守屋 義雄 

 

 歯科医療において歯ෙ補綴や欠損補綴治療を㏻して補綴学会が୰心的な役割をなしてきたことは␲

うవ地もありませࢇ．⚾は 1987 年日本大学大学院（Cr㸤Br）ಟ了と同᫬に開ᴗし 36 年が⤒㐣しました．

本講演では神奈川県歯科医歯会（県歯）会長としてまた一開ᴗ医として，歯科医師会άືの⤂௓と日ᖖ

の診療を㏻し感じたことを୰心に，今後の補綴学会・補綴治療についておヰさせていただきたいとᛮい

ます． 

 神奈川県歯科医師会は 120 年వりのṔྐを᭷しさまࡊまなάືを⾜ࡗてきました．講演では歯科医師

会のᴫせと役割，歯科医師会の⾜ࡗている学術஦ᴗである講演やハンズオンセミナーの⤂௓，県歯と補

綴学会とのかかࢃりについておヰしたいとᛮいます．また補綴学会・補綴治療のᑗ来については，補綴

治療は歯科治療が௚の医療ศ㔝とよりᐦ᥋に⤫合され，全身の健康と口腔との関連ᛶ，⮬❧の႙ኻのᢚ

ไ，認知機能の維持さらには健康寿࿨のᘏఙにྥࡅてໟᣓ的かつຠ果的な治療を☜❧することがྍ能で

あり，このことはᅜẸのษなる願いでもあります．また学会と一⯡開ᴗ医との連携・᝟ሗⓎಙとඹ᭷は

ᨵၿのవ地があり，学会と一⯡開ᴗ医が᝟ሗをඹ᭷することが必せだと考えます．またᑓ㛛ศ科会での

補綴学会はࡦࡐリーࢲーシࢵプをⓎ᥹していただき，௚学会の୰心的存ᅾであࡗて࡯しいとᛮいます． 

またᑗ来の補綴治療では，デジタルᢏ術が㣕㌍的にྥ上している現≧を㋃まえ，CAD/CAM ᢏ術がᑟ

ධされ 3D スキャンやデジタルプリンターの精度がྥ上し，治療の㎿㏿ᛶとᝈ⪅に合ࢃせた㧗度に࢝ス

タマイズされた補綴≀の〇作な࡝補綴治療のさらなる進໬がྍ能であるとᛮいます．さらには人ᕤ知能

（AI）の฼⏝が進ࡳ，歯科診᩿や治療ィ画の❧᱌において症౛ごとに᭱㐺な治療法を提᱌することも期

待されています． 

 本講演は歯科医師会の❧場から補綴学会・補綴治療に対する⚾見を㏙࡭させていただきたいとᛮいま

す． 

 

࠙␎Ṕࠚ 
1983 年 3 月 日本大学歯学部༞ᴗ 
1987 年 3 月 日本大学大学院歯学◊✲科臨床⣔(Cr㸤Br)ಟ了 
       日本大学歯学部 Cr㸤Br 学講座㠀ᖖ໅講師 
    7 月 もりや歯科医院 開タ（横浜市 ໭༊日ྜྷ） 
2009 年 4 月 日本大学歯学部医療人㛫科学講座㠀ᖖ໅講師 

Ŷ歯科医師会におࡅる⫋Ṕ 
2005 年 4 月 横浜市 ໭歯科医師会 ๪会長 
2007 年 4 月 神奈川県歯科医師会 理஦ 
2015 年 6 月 神奈川県歯科医師会 ᑓົ理஦ 
2019 年 6 月 神奈川県歯科医師会 ๪会長 
2023 年 6 月 神奈川県歯科医師会 会長 

日本歯科医師会 理஦（地ᇦ保健） 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

 

 

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

  

座座長長ᢒᢒ㘓㘓  

神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝 

஭ 㔝  ᬛ 

 

 ṓを㔜ࡡて健康寿࿨を全うしようとする᫬，日々，‶㊊できる⛬度にዲきなものを味ࢃいながら口か

らいただࡅることは㔜せです．だからと言ࡗて，おࡤࡑやうࢇ࡝，ラーメンといࡗたᰂらかくてᄟୗし

やすい㣗࡭≀をẼ㍍に㣗せても，ࡑれでは健康寿࿨を維持することは㞴しくなります．ჶࡳ応えのある

㣗ရを㌋㌉なく㣗することができれࡤ，㣗ရメࢽューもᗈがり，㣗に対する‶㊊度が㧗まり，生きる႐

た欠損への補ࡗኻࡅࢃう．補綴歯科，とりࡻは増し，当↛のことながら健康増進につながることでしࡧ

綴⿦⨨は，㣗生άという大きなࣄトのႠࡳに関ࢃることのできる㔜せな役割をᢸࡗています．本セミナ

ーではࡑうしたど点から，ᚚ஧人のᑓ㛛ᐙにごⓏቭいただき，³「栄養摂取」と「美味しい」を守る補綴

歯科´を大きなテーマとして，おヰをఛいます． 

 鈴木真由美先生からは，࿪ᄮによる栄養摂取の㔜せᛶ，口腔機能పୗ症予防のための 0)7，࿪ᄮ習័

の㔜せᛶ，╧╀ぬ㓰リズムをᩚえる㔜せᛶ，ྛライフステージに合ࢃせた歯科医療の実㊶な࡝，日ᖖ生

άでẼを௜ࡅる࡭き㣗に関するポイントをゎㄝしていただきます．また，菅武雄先生からは，せ௓ㆤ㧗

㱋⪅への✚ᴟ的な௓ධ，࿪ᄮとᄟୗの関ಀに関する᭱᪂᝟ሗ，摂㣗ᄟୗリハビリテーションにおࡅる歯

科医師の役割な࡝，ご⮬身がゼၥ診療に日々関ࢃられてきたことでᚓられた࣍ࢵトな᝟ሗをゎㄝしてい

ただきます． 

 本セミナーを㏻じて，補綴歯科の▪持を෌認㆑し，᫂日からの臨床にお役に❧てていただࡅれࡤ幸い

です． 

 

࠙␎Ṕࠚ 

1��� 年 � 月 神奈川歯科大学༞ᴗ 
1��� 年 � 月 同大・大学院ಟ了（総義歯補綴学ᑓᨷ） 
1��� 年 � 月 同大・補綴学➨ � 講座 ຓᡭ 
1��7 年 7 月㹼 1��� 年 � 月  ミュン࣊ン大学 ᾏእὴ㐵特別◊✲ဨ 
���� 年 11 月 同大・講師 
���� 年 � 月 同大・准教授 
��1� 年 � 月㹼 ���� 年 � 月 同大・横浜◊ಟセンター センター長 
��17 年 1� 月㹼 ���1 年 � 月 同大・㧗度先進口腔医学講座補綴学㡿ᇦ 教授 
���� 年 � 月㹼 同大・㝃ᒓ病院 病院長（現ᅾに⮳る） 
���1 年 � 月㹼 ᭷床義歯補綴学ศ㔝 教授（現ᅾに⮳る） 

 

令和５年度西関東支部生涯学習公開セミナー࢔ンࢣート 45  ࢻーࢥ
ᕥグ 45 /または，85ࢻーࢥ より࢔ンࢣートにご༠ຊをおࡡがいします． 
KWWSV���IRUPV�JOH�DJUMI-M;UEZDG�TF� 
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生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「人人生生 100 年年᫬᫬௦௦にに㈉㈉⊩⊩すするる歯歯科科医医療療」」  

 

東京女子医科大学╧╀科 

鈴木 真由美 

 

 ᡃがᅜではᑡ子㉸㧗㱋社会が฿来したが，健康寿࿨は生࿨寿࿨より⣙ 10 年㛫▷い．このᕪを▷⦰さ

せることが QOL ᨵၿ，医療㈝๐ῶに㈉⊩する．加㱋により身య，認知機能はపୗし，サル࢔ࢽ࣌ࢥ，フ

レイルに㝗るが，さまࡊまな㣗ရを㣗࡭ることによりタンࣃク㉁，ビタミン，ミࢿラルな࡝を༑ศに摂

取でき，フレイル予防，➽㔞，➽ຊの維持に㈉⊩する．㧗㱋⪅にとࡗて⫵⅖はṚᅉの上఩を༨め，㏆年

「口腔機能పୗ症」が，ㄗᄟᛶ⫵⅖，ADL పୗ，ᢚうつ，認知症な࡝につながるためὀどされている．

口腔➽機能療法（MFT）が᭷ຠで，歯科㡿ᇦで保㝤㐺応が 50 ṓ௨上にᣑᙇされた．口腔⾨生≧ែをⰋ

ዲにし，歯周病や歯の႙ኻを予防（補綴，▹ṇ）し，口腔機能にあࡗた㣗஦を摂取することが，身య，

認知機能పୗの予防につながる．㧗㱋⪅はධ院な࡝の⎔ቃኚ໬でᐜ᫆に身య機能がⴠちやすいが，ᄟୗ

機能も౛እではない．ᄟୗ内ど㙾᳨ᰝ（VE）でᄟୗレベル，㐺した㣗஦ᙧែをุ定し，ᄟୗカ⦎を⾜う

஦が㔜せである．本セミナーでは，ᖖ㣗，᮫Ṍ⾜，総義歯の 90 ṓ௦᪋タධ所⪅が，⬻⾑ᰦのためධ院加

療後ミキサー㹼ࢯフト㣗で㏥院したが，㏥院後 VE によりᖖ㣗ྍ能とุ定され，༙年後にはᐙ᪘とእ㣗

をᴦしࢇでいる症౛も提♧する．「㣗࡭られるのに㣗࡭ていない」こともあるため，医科－歯科－リハ

ビリ－௓ㆤ連携が㔜せである． 

 健康な生άを㏦るには，㣗஦，㐠ື，╧╀がせとなるが，㐠ື（身యάື）とつ๎的な㣗஦摂取がⰋ

い╧╀にもつながる．㉳床後ᮅのගをᾎࡧ，ⅣỈ໬≀とタンࣃク㉁をとることがయ内᫬ィに上ᡭく作⏝

し，╧╀ぬ㓰リズムがᩚう．人生 100 年᫬௦にあたり，小ඣ期は口腔機能୙全，ည合୙全の᫝ṇ，ኊ年

期は生ά習័病予防，᫝ṇ，㧗㱋期はフレイル，認知症な࡝の予防，維持な࡝ライフステージに合ࢃせ

た歯科医療を実㊶することにより「美味しい」を守る健康長寿に㈉⊩することを期待する． 
 
࠙␎Ṕࠚ 

1984 年 東京女子医科大学༞ᴗ 
1984 年 同大学ᚠ⎔ჾ内科ධᒁ ◊ಟ医 
1986 年 同大学➨஧病院（現東京女子医大㊊❧医療センター）内科ຓᡭ 
1989 年~1992 年 ⡿ᅜ Stanford 大学 Sleep research center に␃学 
 C.Guilleminault 教授のඖで╧╀学一⯡を学ࡧ，「╧╀᫬↓࿧྾症ೃ⩌におࡅるᴫ日リズム」で学఩

を取ᚓ 
2001 年~2010 年 ᭷㞄病院内科 医ᒁ長（⪁年医療，NST チーム） 
2010 年  東京女子医科大学㝃ᒓ㟷ᒣ病院 ╧╀総合診療センター開タ  
2016 年 同大学病院 院内ᶆᴶ╧╀科 
2020 年 同大学╧╀科開タ 医ᒁ長 
2021 年 同大学╧╀科 講師 
2023 年 同大学╧╀科 准教授 
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「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「人人生生 100 年年᫬᫬௦௦にに㈉㈉⊩⊩すするる歯歯科科医医療療」」  

 

東京女子医科大学╧╀科 

鈴木 真由美 

 

 ᡃがᅜではᑡ子㉸㧗㱋社会が฿来したが，健康寿࿨は生࿨寿࿨より⣙ 10 年㛫▷い．このᕪを▷⦰さ

せることが QOL ᨵၿ，医療㈝๐ῶに㈉⊩する．加㱋により身య，認知機能はపୗし，サル࢔ࢽ࣌ࢥ，フ

レイルに㝗るが，さまࡊまな㣗ရを㣗࡭ることによりタンࣃク㉁，ビタミン，ミࢿラルな࡝を༑ศに摂

取でき，フレイル予防，➽㔞，➽ຊの維持に㈉⊩する．㧗㱋⪅にとࡗて⫵⅖はṚᅉの上఩を༨め，㏆年

「口腔機能పୗ症」が，ㄗᄟᛶ⫵⅖，ADL పୗ，ᢚうつ，認知症な࡝につながるためὀどされている．

口腔➽機能療法（MFT）が᭷ຠで，歯科㡿ᇦで保㝤㐺応が 50 ṓ௨上にᣑᙇされた．口腔⾨生≧ែをⰋ

ዲにし，歯周病や歯の႙ኻを予防（補綴，▹ṇ）し，口腔機能にあࡗた㣗஦を摂取することが，身య，

認知機能పୗの予防につながる．㧗㱋⪅はධ院な࡝の⎔ቃኚ໬でᐜ᫆に身య機能がⴠちやすいが，ᄟୗ

機能も౛እではない．ᄟୗ内ど㙾᳨ᰝ（VE）でᄟୗレベル，㐺した㣗஦ᙧែをุ定し，ᄟୗカ⦎を⾜う

஦が㔜せである．本セミナーでは，ᖖ㣗，᮫Ṍ⾜，総義歯の 90 ṓ௦᪋タධ所⪅が，⬻⾑ᰦのためධ院加

療後ミキサー㹼ࢯフト㣗で㏥院したが，㏥院後 VE によりᖖ㣗ྍ能とุ定され，༙年後にはᐙ᪘とእ㣗

をᴦしࢇでいる症౛も提♧する．「㣗࡭られるのに㣗࡭ていない」こともあるため，医科－歯科－リハ

ビリ－௓ㆤ連携が㔜せである． 

 健康な生άを㏦るには，㣗஦，㐠ື，╧╀がせとなるが，㐠ື（身యάື）とつ๎的な㣗஦摂取がⰋ

い╧╀にもつながる．㉳床後ᮅのගをᾎࡧ，ⅣỈ໬≀とタンࣃク㉁をとることがయ内᫬ィに上ᡭく作⏝

し，╧╀ぬ㓰リズムがᩚう．人生 100 年᫬௦にあたり，小ඣ期は口腔機能୙全，ည合୙全の᫝ṇ，ኊ年

期は生ά習័病予防，᫝ṇ，㧗㱋期はフレイル，認知症な࡝の予防，維持な࡝ライフステージに合ࢃせ

た歯科医療を実㊶することにより「美味しい」を守る健康長寿に㈉⊩することを期待する． 
 
࠙␎Ṕࠚ 

1984 年 東京女子医科大学༞ᴗ 
1984 年 同大学ᚠ⎔ჾ内科ධᒁ ◊ಟ医 
1986 年 同大学➨஧病院（現東京女子医大㊊❧医療センター）内科ຓᡭ 
1989 年~1992 年 ⡿ᅜ Stanford 大学 Sleep research center に␃学 
 C.Guilleminault 教授のඖで╧╀学一⯡を学ࡧ，「╧╀᫬↓࿧྾症ೃ⩌におࡅるᴫ日リズム」で学఩

を取ᚓ 
2001 年~2010 年 ᭷㞄病院内科 医ᒁ長（⪁年医療，NST チーム） 
2010 年  東京女子医科大学㝃ᒓ㟷ᒣ病院 ╧╀総合診療センター開タ  
2016 年 同大学病院 院内ᶆᴶ╧╀科 
2020 年 同大学╧╀科開タ 医ᒁ長 
2021 年 同大学╧╀科 講師 
2023 年 同大学╧╀科 准教授 

生生涯涯学学習習公公開開セセミミナナーー  

「「栄栄養養摂摂取取」」とと「「美美味味ししいい」」をを守守るる補補綴綴歯歯科科  

 

「「࿪࿪ᄮᄮととᄟᄟୗୗのの関関ಀಀᛶᛶをを加加味味ししたたᖐᖐ⤖⤖ととはは」」  

 

㷞見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

菅 武雄 

 

 1� 年⛬๓に，ୡ⏺ྛ地から⾪ᧁ的なሗ࿌が┦ḟいだ．ࡑれは「㧗㱋⪅にとࡗて，歯ᩘは栄養≧ែと関

連がない」というものだࡗた．「⤫ィ的᭷意ᕪなし」という言ⴥにこれ࡝࡯㦫かされたことはなかࡗた．

వりにも現場感ぬと஋㞳したㄪᰝ⤖果に真ഇさえ␲ࡗた．しかし，ࡑれは஦実だࡗたし，後続◊✲の「せ

௓ㆤ㧗㱋⪅にとࡗては，ည合は栄養≧ែにᙳ㡪する」という⤖果に安ሚしたのであࡗた．「義歯は栄養

≧ែのᨵၿにᐤ୚するྍ能ᛶがある」といࡗた補綴ศ㔝をຬẼ࡙ࡅる◊✲も続いた． 

 ᡃ々は義歯のຠ果のྍ能ᛶをಙじているし，ࡑうάືしてきた．⮬❧した生άを㏦ࡗていた㧗㱋⪅に

とࡗて，⮬ら㑅別し加ᕤする㣗஦は栄養≧ែをᕥྑするものではないのかもしれない．つまり栄養をᇶ

準とした補綴のターࢵࢤトはせ௓ㆤ≧ែという᮲௳を᭷するというྍ能ᛶがฟてきた．ᑡなくともඃ先

す࡭きはせ௓ㆤ㧗㱋⪅であるということである． 

 一方，摂㣗ᄟୗリハビリテーション㡿ᇦでは，ᑡし別のືきがあࡗた．࿪ᄮ機能を加味したプロセス

ࣔデルが提ၐされ，➨ � 期⛣㏦が生理的な機能であることがド᫂されたりした．これは⡆༢に言え࠙ࡤ ࿪

ᄮがᄟୗのタイミングをࢥントロールしているࠚということである．多⫋✀連携が必せな摂㣗ᄟୗリハ

ビリテーションの୰で，歯科医師の役割が᫂☜になࡗてきたとも言える． 

 歯科医師の役割は，「࿪ᄮを回復」し，「ᄟୗリハ」を提供することにあるのではないか，ࡑして，

生ά機能を対㇟としたリハビリテーションがゼၥ診療で提供されることの合理ᛶを考えると，「補綴医

こࡑ，ゼၥ診療にฟよう㸟」ということになる． 

 セミナーの࣌࢔の鈴木医師とは，ࡑういࡗた現場を同᫬య㦂するという幸㐠にᜨまれた．内科医のど

点と歯科医のど点，ࡑれࡒれから見たᝈ⪅さࢇを供ぴする予定である． 

 

 
 
 
࠙␎Ṕࠚ 

1��� 年 � 月 㷞見大学歯学部歯科補綴学➨一講座 ◊ಟ医 

1��6 年 � 月 㷞見大学歯学部㧗㱋⪅歯科学講座 ຓᡭ（⛣⡠） 

��1� 年 � 月 㷞見大学歯学部㧗㱋⪅歯科学講座 講師 

���� 年 � 月 㷞見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 講師（⤫合⛣⡠） 
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ラランンチチョョンンセセミミナナーー 

 

 

「「口口腔腔内内ススキキャャナナーーのの臨臨床床応応⏝⏝」」 
 

鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 

బ々木 ᆂኴ 

 

 ㏆年，歯科医療ศ㔝において DX（Digital Transformation）が進展し，ࡑの୰でも口腔内スキャナーと

CAD/CAM ᢏ術はὀ┠を㞟めている．ࡑの精度とỗ⏝ᛶにより，歯科補綴治療だࡅでなく，インプラン

トや▹ṇ治療な࡝のᗈ⠊ᅖの㡿ᇦで฼⏝がᣑ大されている．また，口腔内スキャナーを⏝いた୕ḟඖ画

ീは，ᝈ⪅とのࢥミュࢣࢽーションを෇⁥にし，口腔内の≧ែや治療ィ画のㄝ᫂がよりศかりやすくな

り，治療に対する理ゎと༠ຊがᚓられやすくなࡗている． 

 口腔内スキャナーの฼点としては，グ㘓したデータをࢵࢿトワークで㏦るために，感ᰁ防Ṇに役に❧

つとともにᾘẘによる༳㇟精度へのᙳ㡪が㑊ࡅられる，჎ྤ཯ᑕのᙉいᝈ⪅への応⏝，支ྎ歯ᙧ成と༳

㇟のホ౯がࡑの場でྍ能な࡝があげられる．ࡑこで，本セミナーではලయ的な症౛を交えながら臨床で

の実㝿の฼⏝法を⤂௓する． 

 また，口腔内スキャナー（3Shape TRIOS®）のデࣂイスをᡭに取り，᧯作することでࡑの౑い຾ᡭや

ᛶ能を実㝿にయ㦂できるハンズオンセミナーにも参加していただき，┤感的な理ゎを῝めていただきた

い． 

 

 

 

 

 

 

࠙␎Ṕࠚ 

2005 年 3 月 鶴見大学歯学部 ༞ᴗ 

2005 年 4 月 鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院 歯科医師臨床◊ಟ 

2010 年 3 月 鶴見大学大学院歯学◊✲科 ಟ了 

2010 年 4 月 鶴見大学歯学部歯科補綴学➨஧講座 学部ຓᡭ 

2014 年 4 月 鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 ຓ教（現⫋） 
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,．⥴言 

ည合ᖸ΅は歯の᪩期᥋ゐ➼のཎᅉとしてṇᖖな

ୗ㢡㐠ືをጉげるようなည合᥋ゐ≧ែをᣦし，周

ᅖ⤌⧊に対してᝏᙳ㡪をཬࡰす．今回は୙Ⰻ補綴

⿦⨨により᪩期᥋ゐがⓎ生して㢡఩が೫఩したᝈ

⪅に対して，全㢡的治療を❧᱌・᪋⾜した⤖果，

࿪ᄮ㞀ᐖのᨵၿによるᝈ⪅‶㊊，㢡఩の㐺ṇ໬お

よࡧᅛ定ᛶ補綴⿦⨨による補綴学的㞴症౛໬への

リスクపୗを実現することができきたと考えられ

る症౛をሗ࿌する．

,,．症౛のᴫせ

ᝈ⪅は 47 ṓ⏨ᛶ，健康診᩿にて ճ4յブリࢵジ

⬺㞳とブリࢵジ支ྎ歯の஧ḟ㱘⼃をᣦ᦬され来院

した．全身᪤ は㧗⾑ᅽでかかりつࡅ医にて内᭹

でࢥントロール୰であり，歯科ึ診᫬の⾑ᅽは

135/85 mmHg であࡗた．口腔内診ᰝの⤖果，⬺㞳

したブリࢵジはည合ᖸ΅を㉳こしており⬺㞳のཎ

ᅉとなࡗていただࡅでなく，ည㢌ᔐ合఩と୰心఩

に୙一⮴が認められ，Dener ည合ჾ Dentric-Check 
System™（Whip Mix 社）を⏝いた㢡఩診ᰝにてည

㢌ᔐ合఩が୰心఩からྑഃは 2 mm，ᕥഃは 5 mm
๓方へのୗ㢡㢌の೫఩を認めた．またୗ㢡に⿦╔

していた୧ഃ㐟㞳➃義歯はᕥഃクラスプにレスト

の୙備とメインテナンス୙㊊がཎᅉと考えられる

ᕥഃ⮻歯部義歯床の◚ᢡが認められた．Kennedy
ศ㢮は上㢡რ⣭ 2 㢮・ୗ㢡პ⣭であり，Eichiner ศ
㢮は B-2 でᐑ地のည合୕ゅは➨ჟ࢚リ࢔にศ㢮さ

れた．摂取ྍ能㣗ရのㄪᰝによる࿪ᄮホ౯のスࢥ

࢔ 1)は 50 㸣であࡗた．また，ึ 診᫬の歯周ᇶ本᳨

ᰝにて㍍度の歯⫗⅖が認められた．

,,,．治療内ᐜ

 ⬺㞳した上㢡のブリࢵジをྵめた୙Ⰻ補綴⿦⨨

をᬻ㛫補綴⿦⨨に⨨換してည合関ಀのᨵၿをᅗる

こととした．歯周ึ期治療およࡧ㱘⼃の㝖ཤを⾜

௬᝿ည合ᖹ面をỴࡧた後，㢡఩，ည合㧗ᚄおよࡗ

定した．  

㢡఩に関してはルシ࢔の治ල，ည合ᖹ面Ỵ定に 

㝿しては Broadrick flag を⏝いて㐺ṇ部఩とᙧែを

Ỵ定した．ࡑの後，ᬻ㛫補綴⿦⨨に⨨換してည合

関ಀをྵめた࿪ᄮ機能，Ύᤲᛶ，およࡧ審美ᛶの

☜認を⾜ࡗたうえで上ୗ㢡ともに᭱終補綴⿦⨨に

⛣⾜した．᭱終歯ෙ補綴⿦⨨を᝿定したプロビジ

ョナルレストレーションに⨨換してည合関ಀをྵ

めた࿪ᄮ機能，Ύᤲᛶ，およࡧ審美ᛶの☜認を⾜

たうえで上㢡はն5մճղ1 1ղճ4յնレジン๓ࡗ

⿦ෙおよࡧ全部㔠ᒓෙによるブリࢵジ，ୗ㢡は 5 5
全部㔠ᒓෙと 54 45 にレストをタ定した 76 67 部ศ

床義歯へ⛣⾜した． 

治療後の摂取ྍ能㣗ရㄪᰝによる࿪ᄮホ౯のス

࢔ࢥ 1)は 85㸣と術๓からのᨵၿを認めた．

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ

治療᏶了後 1 年が⤒㐣したが� 定期的なメイン

テナンスにて，⥅続的なᝈ⪅教⫱およࡧ義歯ㄪᩚ

➼を実᪋し，⤒㐣Ⰻዲである．

 ည合ᖸ΅に対する治療としては歯科的▹ṇか歯

ෙ補綴治療を㑅ᢥすることとなるが，本症౛では

歯科補綴治療によりゎᾘをᅗࡗた．上㢡のブリࢵ

ジでの一ḟᅛ定ຠ果により，ṧ存歯の長期保存を

ᅗるとともに，上㢡๓歯႙ኻに๓後的すれ㐪いည

合への⛣⾜による㞴症౛໬を予防するຠ果も期待

できる． 

 ᬻ㛫補綴⿦⨨⿦╔を⤒て㢡㐠ືにㄪ和する㢡఩

をỴ定しည合ᖹ面を෌ᵓ成することにより審美ᛶ

や࿪ᄮス࢔ࢥのᨵၿ➼，機能的にもᝈ⪅から㧗い

‶㊊をᚓることができたと考えられた． 

 ௨上により，本症౛ではည合ᖸ΅を診ᰝ診᩿し，

全㢡的௓ධによりゎᾘすることができたと考えら

れた． 

Ϭ．ᩥ⊩ 

1) 内⏣達㑻，鈴木ဴஓ，⧊⏣展㍜．摂取ྍ能㣗ရ

のㄪᰝによる࿪ᄮ能ຊのホ౯．ᒾ医ㄅ 2007㸹
32㸸105-11.

�Ⓨ⾲に㝿してᝈ⪅より同意を取ᚓした� 

全㢡的治療によりည合ᖸ΅と࿪ᄮ㞀ᐖをᨵၿした症౛ 

 久保大஧㑻，川西⠊⦾，ᫍ ᠇幸，木本ඞᙪࠐ

神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝 

A case of improvement in a patient with a chewing disorder due to dehiscence of a prosthetic device, 
possibly caused by occlusal interference, by means of a full-maxillary treatment. 

 Kubo D, Kawanishi N, Hoshi N, Kimoto Kࠐ

Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University 

一般口演

O-1
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,．┠的 

ည合㐪和感症ೃ⩌�Occlusal discomfort syndrome 
௨ୗ，ODS とする�のᝈ⪅に対する心理面の理ゎは

ᴟめて㔜せである．和Ẽらは 2022 年「ည合㐪和感

症ೃ⩌（ODS）」ᝈ⪅の診療フローチャート（日本

㢡関⠇学会㞧ㄅ� 34 ᕳ，28-37，2022）」をⓎ⾲し，

診ᐹフローを提᱌した 1)．また，⸨ཎらは，ODS
の病ែศ㢮を ODS პᆺ，ჟᆺრᆺとし，ࡑれらのಟ

㣭ᅉ子との関連ᛶに関してሗ࿌した ，の⤖果ࡑ．(2

ODS ᝈ⪅に対しては医療面᥋，ࡑして㐺ษな᳨ᰝ

の必せᛶが᫂らかとなࡗた．ࡑこで，今回は医療

面᥋の୰でODSᝈ⪅の心理面からのホ౯に必せな

ᇶ本的㡯┠についてሗ࿌する． 

,,．方法 

これまでᡃ々が⾜ࡗてきた ODS ᝈ⪅の診ᐹ，対

応，治療およࡧ ODS ᝈ⪅の心理的特ᚩをもとに，

臨床心理学のᑓ㛛ᐙとඹ同で心理的࢔セスメント

シートを༠㆟し，作成した．特にフローチャート

の一ḟ診᩿後のࠗ心理社会ᛮ考的ᅉ子の関୚をホ

౯࠘に᭷ຠな内ᐜをᵓ⠏した．

,,,．⤖果およࡧ考ᐹ

 心理社会ᛮ考的ᅉ子のホ౯㡯┠は，ձ臨床ീ（ᩚ

ᐜ，社会ᛶ，␯㏻ᛶ，認知ຊ，ື機࡙ࡅ，感᝟⾲

ฟ，感᝟≧ែ），ղ多面的ホ౯（Bio,Psycho,Social），
ճࢣースフ࢛ーミュレーション（先⾜่⃭，཯応，

⤖果，維持・増ᝏせᅉ），մ᭱終的な ODS ᝈ⪅の

ホ౯と対応・方㔪（診᩿，ᝈ⪅，関ಀᛶ，対応と

治療，連携，治療期㛫）をタ定し，ODS ᝈ⪅⏝の

心理的࢔セスメントシートをヨ作した．今回，歯

科臨床におࡅる実㝿の ODS ᝈ⪅に対して，医療面

᥋を⾜い本࢔セスメントシートの౑⏝をヨࡳたと

こࢁ，臨床応⏝のྍ能ᛶが♧၀された．今後はよ

り⡆⣲໬した࢔セスメントシート᱌を᳨ウし，一

⯡歯科እ来においてά⏝ྍ能で᭷意義なホ౯シー

トの作成を┠ᣦす予定である．

,9．ᩥ⊩ 

1) 和Ẽ裕அ，▼ᇉᑦ一，⃅㇂ᬛ᫂，ᓥ⏣ ῟，⋢

⨨຾司，ᯇ㤶ⰾ୕࡯か．ည合㐪和感症ೃ⩌の診

療フローチャートの提᱌� 日㢡ㄅ 2022㸹34(2)㸸
28-37.

2) ⸨ཎ ᇶ，ᓥ⏣ ῟，௰஭ኴ心，Ώ㎶⚽司，∦

ᒸ加奈子，⋢⨨຾司� ည合㐪和感症ೃ⩌の病ែ

ศ㢮とࡑのಟ㣭ᅉ子に関する臨床◊✲� 日補

綴会ㄅ 2024（1 月ྕにᥖ㍕予定）�

ည合㐪和感症ೃ⩌ᝈ⪅の心理的࢔セスメントシートのヨ作とࡑ

の臨床応⏝にྥࡅて 

຾司⨨⋣ࠐ ��，㧗ᶫ美保 ��，和ᬛ㐶㤶 ��，ᓥ⏣ ῟ ��，௰஭ኴ心 ��，Ώ㎶⚽司 ��， 

⸨ཎ ᇶ ��，和Ẽ裕அ �� 
��神奈川歯科大学，��東京大学大学院教⫱学◊✲科臨床心理学ࢥース，��グリーンデンタ
ルクリࢵࢽク，��歯科௰஭診療所，��（医�⚽真会とつかグリーン歯科，��久㔛浜グリーン
歯科， ��࡝ࡳり小ඣ歯科

Proposal of a prototype psychological assessment sheet for patients with occlusal discomfort syndrome and 
its clinical application. 
 ,(Tamaki K1), Takahashi M2), Wachi H2), Shimada A3), Nakai T4), Watanabe Y5), Fujiwara M6ࠐ
Wake H7) 
1) Kanagawa Dental College, 2) Department of Clinical Psychology, Graduate School of Education, The
University of Tokyo, 3) Green Dental Clinic, 4) Dental Nakai Clinic, 5) Totsuka Green Dental Clinic, 6)

Kurihama Green Dental Clinic, 7) Midori Pediatric dental Clinic
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,．┠的 

  歯科診療におࡅるᡭᣦᢏ術のྥ上は歯科教⫱に

おいて㔜せな㡯┠の一つであるが，学生実習᫬㛫

や座学᫬㛫の期㛫は㝈られており，ᑡない歯科ト

レーࢽング᫬㛫の୰でᡭᣦᢏ術を⋓ᚓすることは

歯科教⫱におࡅる㔜せなㄢ㢟となࡗている．この

ようなㄢ㢟に対し，学生がࢥストや᫬㛫，場所な

ングできるࢽ由にトレー⮬ࡎられࡅにไ㝈をか࡝

AR�によ�VR�やᣑᙇ現実�リティ࢔ーチャルリࣂ

るトレーࢽングが᭷ຊであるとされているが 1)，

VRやARをά⏝した医歯学教⫱のᚑ来の取り⤌ࡳ

では，࣊ࢻࢵマウンティࢻࢵディスプレイ�HMD�

やスマートグラスな࡝の⿦╔が必須であり，⾨生

管理や長᫬㛫฼⏝による║の⑂ປな࡝の᪂たなㄢ

㢟がある．VR や AR に関する◊✲は㐣ཤ多くの◊

✲があり，ゎ๗学や生理学，病ែを❧య的にྍど

໬した࢔プリࢣーションが多くⓏ場し，医学生教

⫱にά⏝され，ゐぬを฼⏝した VR ᡭ術カ⦎シス

テムの開Ⓨも⾜ࢃれている 2)．歯科では 2D ディス

プレイとᑓ⏝࣌ンᆺデࣂイスを⏝いたシステム開

Ⓨも⾜ࢃれているが〄║❧యどとゐぬ෌現を⤌ࡳ

合ࢃせた㐲㝸歯科補綴学実習システムは๓౛がな

いのが現≧である．

イスの⿦╔を一ษ必せとせࣂこでᡃ々は，デࡑ

ᡭඖの఩⨨に㓄⨨した，ࡎ 3D-CG ࣔデルを〄║で

精☜に❧యどできる✵㛫෌現ᢏ術と，཯ຊの෌現

がྍ能なゐぬ෌現ᢏ術をే⏝した᪂たな歯科補綴

学の㐲㝸実習ᡭ法を開Ⓨしている． 

๓回は〄║❧యど⎔ቃにおࡅる支ྎ歯ᙧ成のシ

ミュレートのྍ能ᛶについてሗ࿌した．今回は支

ྎ歯ᙧ成の実習᧯作をより臨床に༶したࣂーチャ

ル⎔ቃで⾜うことを実現し，⮬ື᥇点とᙧ成所せ

᫬㛫の 定を実⿦したことをሗ࿌する．

,,．方法

✵㛫෌現としてࢽࢯー〇の✵㛫⾲現ディスプレ

イ�ELF-SR1�を⏝いて 3D-CG ࣔデルを⾲♧し〄║

❧యどᢏ術をά⏝した．

 口腔内スキャナーの୺なデータ保存ᙧ式である

STL/OBJ をㄞࡳ㎸ࡳ，Voxel ᝟ሗにኚ換し Marching 
Cubes Algorithm を⏝いて 3D-CG ࣔデルを生成し，

Voxel ᝟ሗをᇶに␲ఝ CT ್を⟬ฟし歯∳のᙧែや

内部᝟ሗを保持し，ࣂーチャル回㌿ษ๐ჾලと

3D-CG 歯∳ࣔデルの᥋ゐุ定によࡗてリ࢔ルタイ

ムに歯∳ࣔデルをษ๐・ኚᙧする⾲現を〄║❧య

ど⎔ቃにおいて実現させた．また✵㛫෌現ディス

プレイの欠点であるほ ྍ能ゅ度ไ㝈による歯∳

の裏ഃのほ ୙ྍをྍ能にする機能を実⿦．ᙧ成

所せ᫬㛫の 定や␲ఝ CT ್を฼⏝し見本の支ྎ

歯ᙧែとẚ㍑したᙧ成後の⮬ື᥇点を実⿦した． 

,,,．⤖果と考ᐹ  

本◊✲では✵㛫෌現ディスプレイによる 3D-CG
ࣔデルの〄║❧యどをྍ能にし，3D-CG で⾲現し

た回㌿ษ๐ჾලによる歯∳ࣔデルのษ๐・ኚᙧを

リ࢔ルタイムに⾲現できるࣂーチャル⎔ቃのᵓ⠏

に成ຌした．実యᶍᆺの準備を必せとせࡎఱ度で

もヨ⾜がྍ能で，〄║で 3D-CG ࣔデルの❧యどが

できるため⿦╔ᆺデࣂイスを౑⏝せࡎに臨床の歯

科治療と同じ㊥㞳で᧯作がྍ能になࡗたことは大

きな฼点である．また所せ᫬㛫の 定と⮬ື᥇点

により▐᫬に術⪅のホ౯がྍ能となり，歯科診療

トレーࢽングのㄢ㢟となࡗているಟ⦎᫬㛫の☜保

がྍ能になࡗた．今後は本ࢯフトウ࢙࢔と支ྎ歯

ᙧ成シミュレートにおࡅる✵㛫෌現ディスプレイ

の᭷⏝ᛶについて実ドする必せがある�

,9．ᩥ⊩

1) Quinn F, Keogh P, McDonald A, Hussey D. A study
comparing the effectiveness of conventional training
and virtual reality simulation in the skills
acquisition of junior dental students. Eur J Dent
Educ 2003; 7: 164-9.

2) Sophia Z, Marthe M, Raphael D. Olivia K. Influen- 
ce of practical and clinical experience on dexterity
performance measured using haptic virtual reality
simulator. Eur J Dent Educ 2022; 26: 828-48.

〄║❧యど⎔ቃにおࡅる支ྎ歯ᙧ成シミュレーションの開Ⓨ 

ᐩ⏣งኴ㑻ۑ ��，ᯈᐑ᭸ᇶ ��，୰㔝ள希人 ��，川西⠊⧚ ��，ᫍ ᠇幸 ��，木本ඞᙪ ��

��神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝，��神奈川歯科大学総合歯
学教⫱学講座教養教⫱学ศ㔝

Development of Simulated Tooth Preparation in Naked Eye Stereoscopic Environment 

(Tomita R1)，Itamiya T2)，Nakano A2) ，Kawanishi N1)，Hoshi N1)，Kimoto K1ۑ

1) Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University, 2) Department of Liberal Arts
Education, School of Dentistry, Kanagawa Dental University
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,．⥴言 

 ᛴᛶ期総合病院おࡅる歯科口腔እ科は口腔እ科

診療にഴὀし，一⯡歯科診療はかかりつࡅ歯科に

て対応を౫㢗することが୺流である．実㝿には院

内の医科歯科連携 1)や地ᇦ一ḟ医療機関との連携

の୰でさまࡊまな補綴的対応を㏕られる場面があ

る．᭱も多いのは義歯の応ᛴ的ㄪᩚ，ಟ理である�

義歯〇作後の定期的歯科ཷ診がないために，義歯

の人ᕤ歯のည⪖が⃭しい症౛，⢓⭷面が୙㐺合な

症౛�㖋歯のືᦂ，⬺ⴠな࡝が多く認められる．ま

た，当院ධ院୰で௚院がཷ診ᅔ㞴との理由で対応

する場合もある 2）．一方で口腔እ科的対応の一⎔

として補綴的対応をしなくてはならなくなࡗた症

౛もある．今回は総合病院口腔እ科において，補

綴治療に関する治療を⾜ࡗた症౛を᳨ウすること

で，総合病院におࡅる補綴診療の役割について考

ᐹする．本◊✲は当院೔理ጤဨ会 2018ဨ61, 2022- 
12(1)によりᢎ認をᚓた．

,,．症౛のᴫせ 

症౛ 1㸸84 ṓ女ᛶ．ⴭ᫂なỗ⾑⌫ῶ症で⥭ᛴධ

院，㦵㧊పᙧ成により෌生୙Ⰻᛶ㈋⾑と臨床診᩿

され精ᰝのためධ院୰．口腔࢔ࢣ౫㢗で 2018 年 4
月 2 日診ᐹ౫㢗あり�支ྎ歯である 3 の欠損により

クラスプが㟢ฟして�ୗ口၁㌾⤌⧊損യがあࡗた�

ึ診日に義歯のクラスプษ᩿およࡧ増歯を⾜ࡗ

た�4 月 14 日෌診し，㌾⤌⧊損യはࡰ࡯治⒵してい

た．スムーズな㣗஦摂取がྍ能となࡗた． 

症౛ 2㸸83 ṓ⏨ᛶ．多Ⓨᛶ㦵㧊⭘で௚院⾑ᾮ内

科に㏻院୰，ࢰレࢻロン㓟ཬࡧデࣀスマブの౑⏝

Ṕがあࡗた．㏻院୰の病院には一⯡歯科治療を⾜

う歯科はあるものの口腔እ科はなく，⧞り㏉すୗ

㢡๓歯部歯⫗⭘⬽とオト࢞イୗ⮋⒆を୺ッに当科

ึ診となࡗた．ึ診後はᾘ⅖を⾜ࡗていたがୗ㢡

๓歯部のືᦂがⴭしく 24 ᢤ歯となり，ࡑの後㦵㟢

ฟを認めた．㦵㟢ฟ部はᚎ々に⠊ᅖがᣑ大し㞄᥋

する歯もḟ々と⮬↛⬺ⴠしていき，321 12345 欠損

となり㣗஦摂取ᅔ㞴な≧ἣになࡗた．ึ診より 

1 年 3 か月後に QOL ᨵၿのためቯṚした㢡㦵上に

部ศ床義歯を⿦╔しည合支持ᇦが回復できたこと

により，流ື㣗からᖖ㣗の摂取がྍ能となࡗた� 

症౛ 3㸸62 ṓ⏨ᛶ．2021 年 3 月 19 日ึ診．上

㢡↓歯㢡（୧ഃᛶ၁㢡口⵹⿣症౛㢡⿣㛢㙐部の口

腔㰯腔⒦ṧ㑇をకう症౛），ୗ㢡↓歯㢡（上㢡ᡭ術

にకうຎ成長により 3 ⣭関ಀを࿊するୗ㢡↓歯㢡

症౛）2 㐌㛫に 1 度࡝࡯の㏻院で�10 月 6 日ᰦሰ子

௜の上㢡総義歯とୗ㢡総義歯を⿦╔した．๓歯部

でのည合は上㢡㦵の支持がないため，義歯の๓方

がỿୗして，⤌⧊に③ࡳがฟたが�⤌⧊࢔ンࢲー࢝

トにධる部ศと๓方部でのည合をㄪᩚすることࢵ

で，対応ができた．義歯により，࿪ᄮ機能およࡧ

ᵓ㡢機能が回復し，㣗஦の㝿の㰯腔への₃れもῶ

ᑡした� 

,,,�考ᐹ

地ᇦໟᣓ࢔ࢣシステムは�地ᇦの一ḟ医療機関

が連携を῝めて，ᝈ⪅の診療，࢔ࢣを⾜ࡗていく

యไである．ࡑのయไにおいて地ᇦで対応できな

いものについては，大学病院➼の㧗度ᛴᛶ期病院

で医療の提供が⾜ࢃれる．今まで歯科診療におい

ては，地ᇦで対応できない症౛は大学病院に⤂௓

することが㏻౛であࡗた．日本社会の㧗㱋໬とと

もに，ᩘᑡない大学病院に地ᇦから㏻うことはᅔ

㞴な場合があり，地ᇦ୰᰾病院が歯科診療におい

ても， ஧ḟ医療機関としての役割を果たすことが

㔜せと考えられた� 

,9．ᩥ⊩ 

1) 大㔝཭久．病院におࡅる歯科の役割，病院 2012;
71: 797-801�

2) ྥᒣ ோ．終ᮎ期ᝈ⪅の口腔管理の実㝿とㄢ㢟

とは㸽 ࢚ビデンスにᇶ࡙いた周術期口腔機

能管理．東京㸸医歯⸆ฟ∧㸹2018, 133-7.

ᛴᛶ期総合病院歯科口腔እ科におࡅる歯科補綴治療のあり方へ

の考ᐹ 

ᒣ ோྥۑ

横浜市❧ࡳなと㉥༑Ꮠ病院歯科口腔እ科 

A consideration of prosthodontic treatment at the department of oral surgery in the acute care hospital 

 Mukohyama Hࠐ

Department of Oral Surgery, YOKOHAMA City Minato Red Cross Hospital 
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,．⥴言 

᭷ⱼ㢌㡬㦵ᘚ⛣᳜による上㢡෌ᘓ後のインプラ

ント補綴は症౛ሗ࿌がᑡないことから，長期予後

をࡳすえての補綴タィについては未だ୙᫂な点が

多い．今回ᡃ々は᭱終補綴から 27 年㛫にࢃたりⰋ

ዲな⤒㐣をᚓている症౛から，補綴タィについて

ᗄつかの᭷意義な知見をᚓたのでሗ࿌する． 

,,．症౛のᴫせ 

36 ṓの女ᛶ．1992 年 12 月に交㏻஦ᨾにより㢡

㢦面部の」㞧㦵ᢡ，ならࡧに 6  6 を⬺ⴠ႙ኻし

た．同部の㦵欠損はᗈ⠊ᅖで㏻ᖖの補綴ฎ⨨では

機能回復がᅔ㞴なためインプラントを⏝いて補綴

した． 

,,,．治療内ᐜ 

1993 年 9 月に A 大学ᙧ成እ科にて᭷ⱼ㢌㡬㦵ᘚ

⛣᳜により上㢡を 4 ブロࢵクの⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵

∦）で෌ᘓした．1994 年 8 月に A 大学歯科口腔እ

科にて上㢡⛣᳜㦵（㢌㡬㦵∦）にチタンインプラ

ントを 8 本ᇙධした．1995 年 7 月にࢵࣂ࢔トメン

トを連⤖した．す࡭てのインプラントが㦵⤖合し

ていたが，補綴学的ほ点から 1 本はスリーࣆング

にした．1996 年 2 月から B 大学歯科補綴科にて補

綴治療を開ጞした．上㢡෌ᘓに⏝いた 3 つの⛣᳜

㦵∦（㢌㡬㦵∦）は㞄᥋するྛ⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵

∦）と⫗║的には㦵⒵╔していたが，ࣀࣃラマ࢚

⏺クス⥺画ീではྛ⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵∦）のቃࢵ

部に㏱㐣ീを認めた．また口⵹㰯⒦Ꮝがあり㰯₃

があࡗた．ྛ ⛣᳜㦵∦同ኈの㦵ᛶ⒵╔への୙安と，

ᰦሰ部による口⵹㰯⒦Ꮝ㛢㙐のためにはྍ᧔ᛶ床

義歯のタィがよいと補綴学的に診᩿した．ࡑこで

支ྎ⿦⨨にはࢵࣂ࢔トメントを連⤖した 2 本，3
本，2 本のインプラントを支ྎとする 3 トのࢵࢽࣘ

☢ᛶ࢔タࢵチメント௜きミリングࣂーに，またṧ

存歯（7 7）にはࢥーࢾステレスࢥープを㐺⏝した．

同年 7 月にインプラント・歯᰿⭷・㢡ሐ⢓⭷でည

合支持するレジン床義歯（᭱終補綴⿦⨨）を⿦╔

した． 

,9．⤖果およࡧ考ᐹ 

᭱終補綴⿦⨨を⿦╔して 27 年㛫が⤒㐣するが

ည合，࿪ᄮ，Ⓨ㡢，審美ᛶはⰋዲに維持され，口

⵹㰯⒦Ꮝからの㰯₃もない．ྑഃのミリングࣂー

周ᅖに୙定期にインプラント周ᅖ⅖を生じたが，

Ύᤲ，ὙίとⅣ㓟࢞スレーࢨー↷ᑕによりᾘ⅖し

た．⿦╔から 10 年後に 7 が៏ᛶ㎶⦕ᛶ歯周⅖のた

めに႙ኻしたが，義歯እෙ内面をᖖ 㔜合レジン

でリラインすることで義歯は支㞀なく౑⏝できて

いる．㦵⛣᳜から 29 年後のࣀࣃラマ࢚ࢵクス⥺画

ീと CT 画ീでは，インプラントがᇙධされた 3
つのブロࢵク⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵∦）はⰋዲに保た

れていたが，インプラントをᇙධしなかࡗたṇ୰

部のブロࢵク⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵∦）は྾཰し㌾⤌

⧊に⨨換していた．⾑ᾮ供⤥が㇏ᐩな⾑管᯶௜き

の⛣᳜㦵は⤒年的な㦵྾཰がᑡないと言ࢃれてい

る．本症౛でインプラント周ᅖの㦵⤌⧊に㦵྾཰

がᑡなかࡗたのは，支ྎインプラントに㐺ṇなည

合機能ᅽが加ࢃり㦵のリࣔデリングが維持された

ためと考えられた．また，インプラントがᇙධさ

れなかࡗた⛣᳜㦵∦（㢌㡬㦵∦）には，リࣔデリ

ングをಁすည合機能ᅽが加ࢃらなかࡗたために㦵

྾཰したと考えられた．ྛ⛣᳜㦵∦同ኈの㦵ᛶ⒵

╔が୙☜実で෌ᘓした上㢡㦵のたࡳࢃが༴᝹され

る場合には，ᇙධされた」ᩘ本の支ྎインプラン

トを 1 ジにタィすることはリスクࢵースのブリࣆ

が㧗く，」ᩘࣘࢵࢽトの支ྎ⿦⨨からなるྍ᧔ᛶ

の補綴⿦⨨としてタィし，ည合機能ᅽをインプラ

ント・歯᰿⭷・㢡ሐ⢓⭷にศᩓศ㓄することが，

長期予後を期待できる安全なタィであると♧၀さ

れた．

（本症౛のⓎ⾲についてはᝈ⪅本人から同意をᚓ

ている．）

᭷ⱼ㢌㡬㦵ᘚ⛣᳜による上㢡෌ᘓ後のインプラント義歯の長期

⤒㐣 ̿補綴タィの㔜せᛶ̿ 

ᑿ関㞞ᙪࠐ ����，大久保ຊᘅ �� 

��ᕢ㬞デンタルクリࢵࢽク，��鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座

Long-term prognosis of implant-supported overlay denture following maxillary reconstruction with pedicled 
flap of parietal bone: Importance of prosthodontic design

  (Ozeki M 1,2) , Ohkubo C 2ࠐ
1) Sugamo Dental Clinic, 2) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University
School of Dental Medicine
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,．┠的 

ୗ㢡↓歯㢡ᝈ⪅において 1 本支ྎのインプラン

トオーࣂーデンチャー�S－IOD�やミࢽインプラ

ントの㐺⏝はእ科的౵くや治療ࢥストのపῶがྍ

能であり，ẚ㍑的㧗い成ຌ⋡がሗ࿌されている 1)．

今回，☢ᛶ࢔タࢵチメントを㐺⏝した SʊIOD と

ミࢽインプラントを⏝いた2－IODの2症౛につい

てሗ࿌する．

,,．症౛のᴫせ

症౛ 1㸸ᝈ⪅は 66 ṓの女ᛶ．ୗ㢡義歯の⑊③を

୺ッに来院した．保存ฎ⨨ᅔ㞴なṧ存歯をᢤ歯後，

1 本支ྎのインプラントオーࣂーデンチャーを㑅

ᢥした．ṇ୰部に 1 本のインプラントᇙධ後，☢

ᛶ࢔タࢵチメントを㐺⏝した SʊIOD を〇作した． 

症౛ 2㸸ᝈ⪅は 74 ṓの女ᛶ．࿪ᄮᅔ㞴を୺ッに

来院した．オト࢞イᏍ㛫の㦵の㧗さは༑ศであࡗ

たが，歯ᵴ㦵㡬のᖜが⊃かࡗたため，2 本のミࢽイ

ンプラントᇙධ後，☢ᛶ࢔タࢵチメントを⏝いた 2
－IOD を〇作した．

,,,．治療内ᐜ

症౛ 1㸸保存୙ྍ能であࡗた 23 ᢤ歯後，㏻法に

ᚑい，1 にインプラントをᇙධした．インプラント

ᇙධから 3 㐌㛫後にᖖ 㔜合レジンでࣄーリング

トメントと義歯床を㐺合させ᪩期Ⲵ㔜を加ࢵࣂ࢔

え，インプラントᇙධ 1 か月後，ࣄーリングࣂ࢔

．チメントに交換したࢵタ࢔トメントから☢ᛶࢵ

，の後，」〇義歯による༳㇟・ည合᥇ᚓを⾜いࡑ

作ᴗ⏝ᶍᆺを〇作後，ࢰ࢚ࣆグラフィーにてデン

チャース࣌ースの᥇ᚓを⾜ࡗた．᥇ᚓしたデンチ

ャース࣌ースに人ᕤ歯᤼ิ後，ࢁう義歯ヨ㐺を⾜

い，㏻法にᚑい，義歯を᏶成し⿦╔した．

症౛ 2㸸3 3 にミࢽインプラントを 2 本ᇙධ後，

」〇義歯による༳㇟・ည合᥇ᚓを⾜ࡗた．ࢰ࢚ࣆ

グラフィーにてデンチャース࣌ースを᥇ᚓし，ࢁ

う義歯ヨ㐺後，上㢡義歯を᏶成させた．ୗ㢡義歯

は FGP テクࢵࢽクによりည合᥋ゐを௜୚し義歯を

᏶成させた． 

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ 

インプラントᇙධ᫬から，症౛ 1 は 9 年，症౛

2 は 8 年が⤒㐣している．症౛ 2 は上㢡義歯のリ

ラインとୗ㢡義歯の☢▼ᵓ㐀య⬺㞳による෌⿦╔

を⾜なࡗたが，症౛ 1 は上ୗ㢡義歯ともၥ㢟なく

現ᅾまで౑⏝されている．୧症౛とも義歯⿦╔後，

義歯の◚損，インプラント周ᅖのⴭྡな㦵྾཰，

࿪，ࡎチメントの維持ຊのపୗは認められࢵタ࢔

ᄮ能⋡のྥ上とᝈ⪅の㧗い‶㊊度がᚓられてい

る．SʊIOD は 1 本支ྎのインプラント，2－IOD
は┤ᚄの⣽いミࢽインプラントを౑⏝しているた

め，インプラントに加ࢃるഃ方Ⲵ㔜を㍍ῶするた

めにࢰ࢚ࣆグラフィー，FGP テクࢵࢽクを⏝いて

インプラントオーࣂーデンチャーを〇作した．ま

た࢔タࢵチメントはインプラント⮬యに᭷ᐖなഃ

方ຊや回㌿ຊのⓎ生しにくい☢ᛶ࢔タࢵチメント

を㑅ᢥした．㔠ᒓᵓ㐀義歯によるインプラント部

の補ᙉは義歯のᙉ度，๛ᛶが☜保されⰋዲな⤒㐣

がᚓられたと考えられる．

Ϭ．ᩥ⊩

1) Walton Jn, Glick N. Macentee MI. A randomized
clinical trial comparing patient satisfaction and
prosthetic outcomes with mandibular overdentures
retained by one or two implants. Int J Prosthodont
2009; 22: 331-9.

ᝈ⪅㈇ᢸを考慮したインプラントオーࣂーデンチャー症౛ 

ᱝ本ග希，鈴木恭典，㒆 ၨ௓，武⸨ு治，大久保ຊᘅۑ

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Implant overdenture case considering patient’s burden 

 Masumoto M，Suzuki Y，Kohri K，Muto R，Ohkubo Cࠐ

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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,．┠的 

先ኳ␗ᖖ・እയ・⭘⒆による㦵欠損はࡑの⠊ᅖ

も大きく，機能㞀ᐖ・審美㞀ᐖにより QOL をⴭし

くపୗさせることが知られている．このような㢡

㦵欠損に対してᡃ々は医⏝ᕤ学ᢏ術を応⏝し，よ

り審美的，機能的な෌ᘓがྍ能な࢝スタムメイࢻ

チタンメࢵシュトレーと PCBM によるୗ㢡㦵の෌

ᘓ 1)を᪋⾜してきた．これによりインプラントを

支ྎとした補綴⿦⨨の⿦╔がྍ能となࡗた．ࡑこ

で，今回，㢡㦵෌ᘓ・ည合෌ᘓを⾜ࡗた症౛に対

し口腔機能᳨ᰝによる治療ホ౯を⾜うことでイン

プラント支ྎの補綴⿦⨨が口腔機能に୚えるᙳ㡪

について᳨ウを⾜ࡗた．

,,．方法

2015 年 1 月から補綴科をཷ診した㢡㦵෌ᘓ症౛

のうち，インプラントᇙධ後，補綴治療を⾜ࡗた 5
症౛（女ᛶ 2 ྡ，⏨ᛶ 3 ྡ，ᖹᆒ年㱋 42 ṓ）をᢳ

ฟした．࿪ᄮ機能᳨ᰝは㣗ရ（かまࡰこ，たくあ

うり）を⏝いた㣗ሢ⢏度ゎᯒࡹき，ࢇ 2)，およࡧ

た．ྛ㣗ရにつき，10ࡗ⾜ートㄪᰝをࢣン࢔ 回の

ไ㝈࿪ᄮをྑ࿪ᄮ，ᕥ࿪ᄮࡑれࡒれ⾜い，ྤฟし

た㣗ሢをὙί，プラスチࢵクࢣースにศᩓさせ，

㣗ሢ⢏度ゎᯒ⿦⨨を⏝いて画ീの᧜ᙳ後，⢏子ᚄ

ᣦᩘとᆒ一ᛶᣦᩘの 定を⾜ࡗた．

，ートࢣン࢔ートㄪᰝは摂取ྍ能㣗ရࢣン࢔

OHIP-14，࿪ᄮ機能᳨ᰝ⾲を⏝いた．

 定 1 回┠は㢡㦵෌ᘓが終了し，欠損部⢓⭷面

に部ศ床義歯の⿦╔後とし， 定 2 回┠は欠損部

にインプラントをᇙධし，インプラント支ྎの補

綴⿦⨨⿦╔後とした． 

,,,．⤖果と考ᐹ 

対㇟は， 定 1 回┠はす࡭て部ศ床義歯， 定 2
回┠はᅛ定ᛶ補綴⿦⨨が 4 ྡ，インプラントオー

ーデンチャーがࣂ 1 ྡであࡗた．

 㣗ሢ⢏度ゎᯒ⤖果に関して，欠損ഃに⢓⭷支持

とインプラント支持の補綴⿦⨨⿦╔後の⢏子ᚄᣦ

ᩘをᅗに♧す．かまࡰこの⢏子ᚄᣦᩘは，⢓⭷支 

持とインプラント支持୧方において௚の㣗ရより

大きくなるഴྥが見られた．たくあࢇはインプラ

ント支持の補綴⿦⨨にすることで⢏子ᚄᣦᩘが小

さくなるഴྥが見られ，࿪ᄮにより特に⧄維㉁で

ᅛい㣗ရを⣽かくできるྍ能ᛶがあると考えられ

た．きࡹうりは⢓⭷支持とインプラント支持୧方

とも⢏子ᚄᣦᩘは小さかࡗた．

 一方，࢔ンࢣートㄪᰝによるᝈ⪅のᐈほ的ホ౯

においては⢓⭷支持にẚ࡭インプラント支持で㧗

いഴྥにあࡗた．したがࡗて࿪ᄮ能⋡はᝈ⪅の㣗

やすさの一部をホ౯しているྍ能ᛶがあり，補࡭

綴⿦⨨のホ౯にはさまࡊまな口腔機能ホ౯を⾜

い，多ゅ的にホ౯する必せがあるとᛮࢃれた． 

ᅗ．健ᖖ⪅およࡧ㢡㦵෌ᘓ症౛に対する⢓⭷支持

およࡧインプラント支持の補綴⿦⨨⿦╔後の㣗ሢ

⢏度ゎᯒによる⢏子ᚄᣦᩘ 

,9．ᩥ⊩ 

1) H Yamada, et al. Clinical Usefulness of Mandibular
Reconstruction Using Custom-Made Titanium Mesh
Tray and Autogenous Particulate Cancellous Bone
and Marrow Harvested from Tibia and/or Ilia. J
Craniofac Surg 2016; 27: 586-92.

2) K sugimoto, et al. New image analysis of large food
particles can discriminate experimentally supperss- 
ed mastication. J Oral Rehabil 2012; 39: 405-10.

㢡㦵෌ᘓ・ည合෌ᘓ症౛の補綴⿦⨨による࿪ᄮ能⋡の予備的᳨

ウ 

బ㔝ྣ㤶ࠐ ��，஭川知子 ��，木ཎ⌶ஓ ��，Ἑ村 ᪼ ��，ཎ⏣┤ᙪ ��，㔜⏣ඃ子 ��，㔜本ಟ
ఛ ��，小川 ໶ �� 

�� 鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座，�� 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ科

Masticatory Efficiency in Patients with Mandibular and Occlusal Reconstruction: A Preliminary Study 

 (Sano R1), Ikawa T1), Kihara T1), Kawamura N2), Harada N2), Shigeta Y1), Shigemoto S1), Ogawa T1ࠐ

1) Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine, 2) Dental Technician
Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine.
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,．┠的 

 習័ᛶ㛢口㐠ືは，ある⛬度の⮬ືᛶと෌現ᛶ

を備えておりୗ㢡఩の診᩿や補綴⿦⨨のည合ㄪᩚ

や᪂たなည合఩のỴ定にᗈく⏝いられている 1)．

歯科におࡅる「デジタル໬」のᬑཬにకい㢡㐠ື

᝟ሗのᐈほ的なホ౯ᇶ準が必せとなる．本◊✲で

は，健ᖖ᭷歯㢡⪅の習័ᛶ㛢口㐠ືの 3 ḟඖ的཰

᮰ᛶについて᳨ウした． 

,,．方法 

㸯．⿕᳨⪅ 

鶴見大学歯学部㝃ᒓ病院をཷ診したᝈ⪅およࡧ

鶴見大学に所ᒓする教⫋ဨのうち㢡機能健ᖖ⪅と

ุ定した 27 ྡ（53.0±14.6 ṓ）を⿕㦂⪅とした．

㸰．㢡㐠ື 定 

☢Ẽベクトル✵㛫方式㢡㐠ື 定ჾ 2)を⏝いて

10 ⛊㛫の習័ᛶ開㛢口㐠ືを 3 回 定した．㐠ື

の㏿さと㛢口᫬のည合ຊのᙉさはつ定せࡎ，ᴦに

開開㛢口するように⿕㦂⪅にᣦ♧した． 

㸱．ホ౯方法 

ษ歯点におࡅる㐠ືデータの上ୗ成ศがည㢌ᔐ

合఩から 1 mm の⠊ᅖでည㢌ᔐ合఩に対する᭱㏆

᥋点を終ᮎ఩とした．ᖹᯘ 3)のሗ࿌と同ᵝに㐠ື

開ጞから10回の開㛢口㐠ືについて終ᮎ఩をồめ

た．ည㢌ᔐ合఩－終ᮎ఩の 2 点㛫㊥㞳（d）の୰ኸ

್が᭱小となる⿕㦂㐠ືデータを௦⾲データとし

௨ୗのゎᯒのゎᯒ㡯┠を⟬ฟした． 

1) ᭱大開口㔞�Max_op�㸸終ᮎ఩㛫の᭱大開口㔞

2) サイクル᫬㛫（Ct）㸸終ᮎ఩㛫の᫬㛫

3) ည㢌ᔐ合఩－終ᮎ఩㛫㸸

(1) 2 点㛫㊥㞳（d），(2) ๓後成ศ（dx），(3) ᕥ
ྑ成ศ（dy），(4) 上ୗ成ศ（dz）

⤫ィฎ理には，Friedman ᳨定᳨定を⏝い，多㔜

ẚ㍑として Wilcoxon ➢ྕ௜㡰఩和᳨定（Bonferroni
補ṇ）を⏝いた．またゎᯒ㡯┠㛫の┦関をホ౯す

るために Spearman の┦関ಀᩘをồめた．なお᭷意

Ỉ準は 5㸣とした．

,,,．⤖果と考ᐹ 

⤖果は，୰ኸ್（᭱小್－᭱大್）で♧す． 

1) Max_op㸸4.84 mm �1.43 - 14.26 mm�

2) Ct㸸0.47 ⛊�0.24 - 0.98 ⛊�

3) ည㢌ᔐ合఩－終ᮎ఩㛫

(1) 2 点㛫㊥㞳（d）㸸0.04 mm �0.01 – 0.33 mm�

(2) ๓後成ศ（dx）㸸0.00 mm �-0.10 – 0.27 mm�

(3) ᕥྑ成ศ（dy）㸸0.00 mm �-0.09 – 0.11 mm�

(4) 上ୗ成ศ（dz）㸸0.00 mm �-0.17 – 0.02 mm�

開口㔞と㏿度は終ᮎ఩の安定ᛶにᙳ㡪する 3)が，

d と Max_op（┦関ಀᩘ 0.187 P=0.35），Ct（┦関ಀ

ᩘ-0.215 P=0.281）には᭷意な┦関を認めなかࡗた．

d と dx（┦関ಀᩘ 0.126 P=0.53）およࡧ dy（┦関

ಀᩘ-0.111 P=0.58）に᭷意な┦関は認めなかࡗた

が，dz との㛫（┦関ಀᩘ-0.574 P=0.00）には᭷意

な┦関が認められた．ည㢌ᔐ合఩に対して๓後，

ᕥྑ，上ୗ方ྥにࡤらつきを認めたが，健ᖖ⪅の

終ᮎ఩はည㢌ᔐ合఩にࡰ࡯一⮴していた．しかし，

この⤖果は，ည㢌ᔐ合఩に対する᭱㏆᥋点を終ᮎ

఩としたためည合᥋ゐ関ಀにㄏᑟされたྍ能ᛶが

㧗い．このᙳ㡪を㑊ࡅるには，ည合᥋ゐⓎ現๓の

㐠ື⤒㊰をゎᯒ対㇟とするか，ည合᥋ゐを終ᮎ఩

のุ定に加える必せがある．◊✲の┠的から後⪅

が㐺ษであるが㢡㐠ືデータだࡅでは，ည合᥋ゐ

をุ定することは㠀ᖖにᅔ㞴である．今後は，歯

ิᙧែデータと㢡㐠ືデータを同一座ᶆ⣔で⤫合

し，ゎᯒする必せがあると考えられる． 

,9．ᩥ⊩ 

1) ⸛ ⛱．ည合に関する一考ᐹ－特にည㢌ᔐ合఩

について－．補綴ㄅ 1998㸹42㸸1-10.
2) 㔜本ಟఛ௚．㢡口腔機能᝟ሗをά⏝するḟୡ௦

歯科⏝ CAD/CAM システムのᵓ⠏ 㢡㐠ື 

定ჾの開Ⓨと応⏝�㢡機能ㄅ 2018㸹25㸸44-5.
3) ᖹᯘ㔛大．ည合の㐪和感をッえるᝈ⪅の習័ᛶ

㛢口㐠ື終ᮎ఩のホ౯．鶴見歯学 2008㸹34㸸
17-27.

健ᖖ᭷歯㢡⪅の習័ᛶ開㛢口㐠ືの � ḟඖ的安定ᛶ 

，ᖹ஭真ஓ，㔜本ಟఛ，Ⲷཎ久႐，小ᓥ຺ኴ㑻，బ㔝ྣ㤶，஭川知子，ᖹᯘ㔛大ۑ

㔜⏣ඃ子，小川 ໶ 

鶴見大学歯学部クラウンブリࢵジ補綴学講座 

Three-dimensional stability of habitual open-close movement in healthy dentulous subjects 

 Hirai S, Shigemoto S, Ogihara H, Kojima K, Sano R, Ikawa T, Hirabayashi R, Shigeta Y, Ogawa Tࠐ

Department of Fixed Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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,．┠的 

㏆年，᭷床義歯補綴の臨床において，CAD/CAM
ᢏ術の㣕㌍的な進Ṍとともにデジタル໬がᛴ⃭に

進ࢇでいる．㔠ᒓ〇フレームワーク〇作㐣⛬にお

いても，ᚑ来の▼⭯ᶍᆺ上でのᙧែ᳨ᰝ・タィ・

ワࢵクスࢵ࢔プ・㗪㐀法といࡗた」㞧なステࢵプ

で〇作するのではなく，༳㇟からフレームワーク

のタィ・加ᕤ（3D プリンティング）までを PC 上

のデジタルデータを⏝いてຠ⋡的に⾜ࢃれるよう

になࡗており，歯学教⫱においても，࢝࢔ࢥリキ

ュラムやᅜᐙヨ㦂ฟ㢟ᇶ準（令和 5 年∧）ではデ

ジタル໬に対応した内ᐜが盛り㎸まれ，᭷床義歯

学におࡅる✚ᒙ㐀ᙧ（௜加〇㐀）が㏣加されてい

る．本学の部ศ床義歯学のᇶ♏実習（3 年）におい

ては，᪤に㗪㐀実習を⡆␎໬する一方で，2023 年

度より，CAD タィによる STL データから，3D プ

リンターを౑⏝して〇作したレジン〇フレームワ

ークをᢏᕤ所に౫㢗して〇作したものを㉎ධして

いる．ࡑこで，本◊✲では，学ಟ⪅⮬身がデジタ

ルデࣂイスにて口腔内ᙧែ᳨ᰝ（サ࡭イング）か

ら，支ྎ⿦⨨のタィまでを PC 上で 3D デジタルの

画ീを᧯作し，య㦂させることで，」㞧な補綴⿦

⨨のᙧែとࡑの機能（役割）に関する理ゎ度を㧗

め，教⫱ຠ果を上げることを┠的としてデジタル

システムを実習へのᑟධを᳨ウしたのでሗ࿌す

る．

,,．方法

 学生実習では，ୗ㢡୧ഃ㐟㞳➃欠損をకう歯ิ

を෌現した㢡ᶍᆺ（神奈川歯科大学ࣔデル，

SHOFU，京㒔）を౑⏝，シリࢥーン༳㇟ᮦによる

༳㇟᥇ᚓから作ᴗ⏝ᶍᆺを〇作，大連⤖⿦⨨にリ

ン࢞ルࣂー，支ྎ⿦⨨として୧ഃ➨一小⮻歯に RPI
クラスプをフレームワークのタィとしてサベイン

グを⾜い，タィ⥺のグධ・ワࢵクスステࢵプ➼の

ᶍᆺㄪᩚを᪋してシリࢥーン༳㇟ᮦによる」༳

㇟・⪏ⅆᶍᆺを〇作し，ワࢵクスࢵ࢔プを⮬㦂さ

せた．さらに，ロストワࢵクス法による〇作プロ

セスと୪⾜して，PC 上でのデジタルタィを実習ᐊ

内で学ಟできるよう CAD システム（3Shape 社〇）

を⏝意した．⪏ⅆᶍᆺをデスクトࢵプᆺࣔデルス

キャナー（UP360+，UP3D 社〇，China）にてスキ

ャンし，デジタルデータ上でのフレームワークタ

ィを⮬㦂させた．

,,,．⤖果と考ᐹ

 学生に㓄ᕸしたフレームワークは，እὀ᫬のタ

ィẁ㝵で，㏻ᖖの᭩面によるᢏᕤᣦ♧᭩ではなく，

PC 画面上を⏝いて本学教ဨとእὀ先ᢏᕤኈとの

㛫で᝟ሗ交換を⾜ࡗた 1)．これによりຠ⋡的でṇ

☜な᝟ሗඹ᭷ができたものと考えられ，さらに，

，のプロセスについて学生へゎㄝできたことでࡑ

学生の関心度はྥ上した．また，学生からは「実

㝿にデジタルタィを⾜うことで，フレームワーク

のᵓ㐀をよく理ゎできた」といࡗた意見もฟて，

デジタル機ჾへの取りᢅいに長ࡅた学生にとࡗて

は，PC ᧯作は親しࡳやすく，義歯タィᵓ㐀の理ゎ

に大いに役❧ࡗたものと考ᐹした．部ศ床義歯学

は，タィ上のྛ✀⿦⨨のྡ⛠やࡑの意義を提♧す

ることが特ᚩであるが，学生にとࡗてはྡ⛠をぬ

えるだࡅで部ศ床義歯学への関心度がపୗするこ

とが多い．本◊✲のシステムᑟධによࡗて学習意

ḧྥ上への一ຓになることを期待したいと考えて

いる． 

,9．ᩥ⊩ 

1) Ύᐑ一⚽，ᒾୗⱥኵ，ᒣ㇂຾ᙪ，ⷵ部ᝆ司㑻，

⚟ᒣ༟ᚿ，ΎỈ⤫ኴ，ℊ㔝奈✑，ᐑ本⦼㍜，஭

㔝 ᬛ．学生ᶍᆺ実習⏝のフレームワーク〇作

におࡅる 3D プリンターの᭷⏝ᛶ．日補綴会ㄅ

2022; 14・131: 64.

᭷床義歯補綴⿦⨨のタィ学ಟ支᥼システムに関するሗ࿌ 

 ，（かり㸯），ⷵ部ᝆ司㑻㸯ࡺᒾୗⱥኵ㸯），Ύᐑ一⚽㸰），ℊ㔝奈✑㸯），ΎỈ⤫ኴ㸯），⚟ᒣ༟ᚿ㸯），ᐩ㔝ࠐ

加々美ኴ㍜㸯），ᐑ本⦼㍜㸯），和Ἠ ί㸯），大川公子㸯），㎷村᭷ဢ㸯�，୕Ꮿᛅ㝯 ��，஭㔝 ᬛ㸯） 
�� 神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝，�� 神奈川歯科大学歯科診療支᥼学講座歯科

ᢏᕤ学ศ㔝，�� 鶴見歯科医院（西関東支部）

A report on the design training support system for denture prosthesis devices 

,(Iwashita H1), Seimiya K2), Hamano N1), Shimizu T1), Fukuyama T1), Tomino Y1), Sonobe Y1), Kagami T1ۑ
Miyamoto S1), Izumi J1), Ohkawa K1), Tsujimura Y1), Miyake T3), Ino S1)

1) Department of Dental Laboratory, Kanagawa Dental University, 2) Department of Removable
Prosthodontics,  Kanagawa Dental University, 3) Tsurumi Dental Clinic
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,．⥴言 

審美的せồが㧗いᝈ⪅に対して，支ྎ歯の၁ഃ

に㔠ᒓを㟢ฟさせないྍ᧔ᛶ補綴治療としては，

現ᅾࣀンメタルクラスプデンチャーが多く㐺⏝さ

れている．しかし，㏻ᖖのࣀンメタルクラスプデ

ンチャーは๛ᛶが୙㊊しており，支ྎ歯の予後に

関して୙安がある．

チメントをࢵタ࢔こで，審美ᛶに㓄慮し☢ᛶࡑ

応⏝した 1 症౛をሗ࿌する．

,,．症౛のᴫせ 

ᝈ⪅は 75 ṓ，女ᛶ．๓歯部๓⿦ෙ⬺㞳による審

美୙Ⰻを୺ッに来院した．全身的な特グ஦㡯はな

く，歯科的᪤ Ṕとして，2005 年に 34 欠損部，2015
年に 765 欠損部に対しインプラントᅛ定ᛶ補綴を

 ．ているࡗ⾜

,,,．治療内ᐜ 

ึ診᫬の᳨ᰝより 32 は保存ᅔ㞴と診᩿し，ᢤ歯

を⾜い，321 欠損となࡗた．審美的せồにより，༶

᫬義歯としてࣀンメタルクラスプデンチャーを⿦

╔した．ᢤ歯後，同部఩にインプラントᅛ定ᛶ補

綴を希望されたが，㢡ሐ部のṧ存㦵㔞がⴭしく୙

㊊しているため，㦵㐀成の必せᛶをㄝ᫂したとこ

たためྍ᧔ᛶ補綴ࡗᝈ⪅の同意がᚓられなか，ࢁ

により᭱終補綴を⾜うこととした． 

 ᝈ⪅は၁ഃに㔠ᒓⰍが㟢ฟしない治療を希望し

たため，スイング࢔タࢵチメントを౑⏝したศ割

義歯を〇作する治療ィ画を❧᱌した． 

54 34 にレストをタ⨨して支持をồめ，54 1234
の口⵹ഃに࢞イࢻプレーンをタ⨨し，㞄᥋面ᯈと

せてᢕ持をᚓるとともに，4 1ࢃ合ࡳ⤌ の欠損ഃ㞄

᥋面࢔ンࢲー࢝ࢵトにフレームワークを㐺合させ

維持をᅗり，၁ഃフレームワークと口⵹ഃフレー

ムワークをスイング機ᵓによりศ割するタィとし

た．ศ割面が開くことにより義歯の╔⬺をྍ能と

した．さらに，୧フレームワークにキーࣃーと☢

▼ᵓ㐀యを⤌ࡳ㎸ࡳ，☢ຊの྾引ຊにより᥋合し，

ည合᫬の義歯のศ割をไᚚするタィとした 1) ．

 義歯の〇作には，口⵹ഃフレームワークと⼖␒

部のスイングウ࢙ࢵジ࢔タࢵチメント�Swing 
Wedge Attachment�チョーワ�東京�日本�を Co-Cr
合㔠で㗪㐀〇作後，୧⪅をレーࢨー⁐᥋した．義

歯維持部をྵࡴ回㌿部とフレームワークを▹ṇ⏝

0.9 mm ラウンࢻワイࣖーで一య໬し，回㌿ྍືす

る⼖␒部を〇作した．၁ഃフレームワークにキー

ーをタ⨨し，口⵹ࣃー࣎ンディング法にてキーࣃ

ഃフレームワークに☢▼ᵓ㐀యをᖖ 㔜合レジン

でᅛ定した．人ᕤ歯のᅛ定ならࡧに၁ഃ歯⫗部に

㔠ᒓⰍが㟢ฟしないようにハイブリࢵトレジンを

⠏盛した． 

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ 

 ᏶成義歯⿦╔᫬，Ⰻዲな㐺合を♧し，╔⬺᫬も

ྵめて支ྎ歯，㢡ሐ⢓⭷に⑊③を認めなかࡗた．

ည合᫬や೫心㐠ື᫬にもศ割面は開㛢することな

く，審美ᛶや機能ᛶに対し㧗いᝈ⪅‶㊊度をᚓる

ことができた． 

 今回，〇作したྍ᧔ᛶ義歯はフレームワークの

๛ᛶが㧗く，部ศ床義歯のタィཎ๎である「義歯

のືᦂの᭱ᑡ໬」を┠的に༑ศな支持とᢕ持をᚓ

ることができた．また，スイングウ࢙ࢵジ࢔タࢵ

チメントを応⏝したことにより，支ྎ歯に対し義

歯╔⬺᫬のࢲメージを᭱小㝈にした補綴⿦⨨の〇

作ができた．今後の予見されるトラブルとして，

㢡ሐ྾཰による⢓⭷面の୙㐺合や◚ᢡ➼に対し，

㧗度なᢏ術をせするྍ能ᛶがある．ࡑのため，プ

ラークࢥントロールもྵめて，༑ศなメインテナ

ンスを⾜い，トラブルのᢚไにດめる所存である． 

Ϭ．ᩥ⊩

1) Watanabe I,Tanaka Y,Ohkubo C,Miller AW. Appli- 
cation of cast magnetic attachments to sectional
complete dentures for a patient with microstomia: a
clinical report. J Prosthet Dent䠊2002; 88: 573-7.

審美ᛶに㓄慮した☢ᛶ࢔タࢵチメント応⏝のศ割義歯

ᰘ⏣⩧࿃ࠐ 1)，ᯇ本ᩄග 2)，ᰩཎ大௓ 1），大久保ຊᘅ 1) 

㸯� 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座，2) 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ
科

A case report of esthetic sectional denture with magnetic attachment 

 (Shibata S1), Mat䡏umoto T2), Kurihara D1), Ohkubo C1ࠐ
1) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine,
2) Dental Technician Training Institute,Tsurumi University School of Dental Medicine

,．⥴言

上㢡ᝏᛶ⭘⒆のษ㝖により生じた㢡欠損に対し

て，Ⓨㄒやᄟୗ機能の᪩期回復を┠的とした㐟㞳

⓶ᘚな࡝による෌ᘓが⾜ࢃれる．しかし，෌ᘓさ

れた⢓⭷はᙎᛶにᐩࡑ，ࡳの後の㢡義歯〇作に㝿

して，༳㇟᫬のᅽを᤼㝖することがᅔ㞴であり，

⿦╔される㢡義歯の安定ᛶを大きく㜼ᐖする，ࡑ

こで，本症౛では口腔内スキャナーを⏝いて᏶全

な↓ᅽ༳㇟により〇作した㢡義歯を供ぴする．

,,．症౛のᴫせ

ᝈ⪅は 34 ṓの⏨ᛶ．2021 年 5 月にྑഃ上㢡⒴

（T4aN1）と診᩿され，同年 11 月に㉸㑅ᢥ的ືὀ

໬学療法ే⏝ᨺᑕ⥺治療およࡧ開㢌，内ど㙾補ຓ

ୗ୰㢌⵹ᗏ，ྑഃ上㢡㦵全᦬術を⾜ࡗた．ࡑの後，

⭌㦵⓶ᘚ，⭡┤➽⓶ᘚによる෌ᘓ術を᪋⾜した．

2022 年 8 月本学に⤂௓来院し，審美ᛶの回復のた

め㢡義歯の〇作を希望した．

,,,．治療内ᐜ

上㢡は 7ʊ1  4 欠損であり，口⵹はṇ୰を㉸え

た㢡㦵欠損を認めた．⓶ᘚによる෌ᘓ部఩はᙎᛶ

が大きく，支持⤌⧊として୙༑ศであࡗたため，

㏻法にᚑい，ྍ ཬ的に↓ᅽ༳㇟を⾜うこととした．

ᴫᙧ༳㇟後，◊✲⏝ᶍᆺ上で⓶ᘚ෌ᘓ部を 3.5 mm
のཌࡳでリリーフし，さらに㐘㊰を௜୚したಶ人

トレーを〇作した．フロータイプの༳㇟ᮦ（フィ

ーワン，ジーシー，東京）にて精ᐦ࢝ࢵトチ࢙ࢵ

༳㇟᥇ᚓ，ည合᥇ᚓ，ࢁう義歯ヨ㐺を⾜ࡗた．㢡

義歯は 3567 に࢚ー࢝ースクラスプを௜୚し，ྍ 能

な㝈り⢓⭷支持をᚓられるように口⵹を⿕そする

タィとした．しかし，⿦╔᫬から⓶ᘚ෌ᘓ部のᙎ

ᛶによࡗて義歯の安定は୙Ⰻであࡗたため，維持

ຊの増加によࡗて安定をᅗࡗたが，支ྎ歯への㐣

๫な㈇ᢸが生じていると考えられた．⿦╔後，ᝈ

⪅のホ౯としても，Ⓨㄒ機能やᄟୗ機能の㜼ᐖ，

ṧ存歯への㈇ᢸが大きい，口腔内のス࣌ースのῶ

ᑡによる㐪和感な࡝，多くのッえがあࡗた．ࡑこ

で，審美ᛶや支ྎ歯への㈇ᢸを㍍ῶするため，口

腔内スキャナーによる↓ᅽ༳㇟によࡗて⓶ᘚ෌ᘓ

部のᙎᛶに㓄慮した CAD/CAM 㢡義歯を〇作する

こととした．⿕ᅽኚ఩による࢚ラーを᭱小㝈にす

るために口腔内スキャナーを⏝いた༳㇟᥇ᚓおよ

た．ᚓられたࡗ⾜ည合᥇ᚓをࡧ STL データより

CAD 上でフレームワークをデࢨインし，✚ᒙ㐀ᙧ

（Co-Cr 合㔠）で〇作した．フレームワークを 3D
プリンティングᶞ⬡ᶍᆺに⿦╔した≧ែのスキャ

ンデータより，人ᕤ歯およࡧ義歯床を 3D プリンテ

ィングし，ᶞ⬡ᶍᆺ上でᖖ 㔜合レジンにて一య

໬した．義歯床と人ᕤ歯は一ሢで 3D プリンティン

グしたため，義歯床のࡳ歯⫗Ⰽにてステイࢽング

し，᏶成とした． 

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ 

⿦╔᫬に⓶ᘚ෌ᘓ部の義歯床内面は⢓⭷のᙎᛶ

のᙳ㡪をうࡅることなく，安定を認めた．またည

合᫬にも支ྎ歯により歯᰿⭷支持とṧ存した◳口

⵹による⢓⭷支持によࡗて義歯のືᦂは᭱小㝈で

あࡗた．機能ホ౯においてもブルーシリࢥーンに

よるည合᥋ゐ面✚では㏻法㏻りに〇作した義歯と

ẚ㍑して，ᕥྑのࣂランスはⰋዲであࡗた．また，

VAS による࢔ンࢣートでは࿪ᄮ機能௨እはⰋዲな

⤖果を♧し，ᝈ⪅の‶㊊がᚓられた． 

㏻法の義歯〇作㐣⛬において⓶ᘚ෌ᘓ部のᙳ㡪

をཷࡅるྍ能ᛶある᧯作として，ᴫᙧ༳㇟᥇ᚓ，

精ᐦ༳㇟᥇ᚓ，ည合᥇ᚓ➼がᣲげられるが，口腔

内スキャナーを౑⏝することにより，⓶ᘚ෌ᘓ部

఩の⿕ᅽኚ఩に対して᏶全↓ᅽ≧ែでの口腔内⎔

ቃを᥇ᚓすることがྍ能であࡗた．支持⤌⧊が୙

༑ศな本症౛においては，フレームワークによる

๛ᛶのྥ上は᭷ຠであࡗた，ࡑして᏶全↓ᅽ≧ែ

で義歯を〇作できたことにより，義歯の安定にᐤ

୚できただࡅでなく，来院回ᩘの大ᖜなῶᑡもྍ

能にした． 

口腔内スキャナーを応⏝して〇作した CAD/CAM 㢡義歯

 女川❳ᖹ，ゅ⏣㱟ᖹ，๓⏣ᆂு，ᰩཎ大௓，᪂保⚽ோ，大久保ຊᘅࠐ

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Fabrication of CAD/CAM prosthetics for detected jaw using intra oral scanner 

 Onagawa R, Tsunoda R, Maeda K, Kurihara D, Shimpo H, Ohkubo Cࠐ

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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,．⥴言

上㢡ᝏᛶ⭘⒆のษ㝖により生じた㢡欠損に対し

て，Ⓨㄒやᄟୗ機能の᪩期回復を┠的とした㐟㞳

⓶ᘚな࡝による෌ᘓが⾜ࢃれる．しかし，෌ᘓさ

れた⢓⭷はᙎᛶにᐩࡑ，ࡳの後の㢡義歯〇作に㝿

して，༳㇟᫬のᅽを᤼㝖することがᅔ㞴であり，

⿦╔される㢡義歯の安定ᛶを大きく㜼ᐖする，ࡑ

こで，本症౛では口腔内スキャナーを⏝いて᏶全

な↓ᅽ༳㇟により〇作した㢡義歯を供ぴする．

,,．症౛のᴫせ

ᝈ⪅は 34 ṓの⏨ᛶ．2021 年 5 月にྑഃ上㢡⒴

（T4aN1）と診᩿され，同年 11 月に㉸㑅ᢥ的ືὀ

໬学療法ే⏝ᨺᑕ⥺治療およࡧ開㢌，内ど㙾補ຓ

ୗ୰㢌⵹ᗏ，ྑഃ上㢡㦵全᦬術を⾜ࡗた．ࡑの後，

⭌㦵⓶ᘚ，⭡┤➽⓶ᘚによる෌ᘓ術を᪋⾜した．

2022 年 8 月本学に⤂௓来院し，審美ᛶの回復のた

め㢡義歯の〇作を希望した．

,,,．治療内ᐜ

上㢡は 7ʊ1  4 欠損であり，口⵹はṇ୰を㉸え

た㢡㦵欠損を認めた．⓶ᘚによる෌ᘓ部఩はᙎᛶ

が大きく，支持⤌⧊として୙༑ศであࡗたため，

㏻法にᚑい，ྍ ཬ的に↓ᅽ༳㇟を⾜うこととした．

ᴫᙧ༳㇟後，◊✲⏝ᶍᆺ上で⓶ᘚ෌ᘓ部を 3.5 mm
のཌࡳでリリーフし，さらに㐘㊰を௜୚したಶ人

トレーを〇作した．フロータイプの༳㇟ᮦ（フィ

ーワン，ジーシー，東京）にて精ᐦ࢝ࢵトチ࢙ࢵ

༳㇟᥇ᚓ，ည合᥇ᚓ，ࢁう義歯ヨ㐺を⾜ࡗた．㢡

義歯は 3567 に࢚ー࢝ースクラスプを௜୚し，ྍ 能

な㝈り⢓⭷支持をᚓられるように口⵹を⿕そする

タィとした．しかし，⿦╔᫬から⓶ᘚ෌ᘓ部のᙎ

ᛶによࡗて義歯の安定は୙Ⰻであࡗたため，維持

ຊの増加によࡗて安定をᅗࡗたが，支ྎ歯への㐣

๫な㈇ᢸが生じていると考えられた．⿦╔後，ᝈ

⪅のホ౯としても，Ⓨㄒ機能やᄟୗ機能の㜼ᐖ，

ṧ存歯への㈇ᢸが大きい，口腔内のス࣌ースのῶ

ᑡによる㐪和感な࡝，多くのッえがあࡗた．ࡑこ

で，審美ᛶや支ྎ歯への㈇ᢸを㍍ῶするため，口

腔内スキャナーによる↓ᅽ༳㇟によࡗて⓶ᘚ෌ᘓ

部のᙎᛶに㓄慮した CAD/CAM 㢡義歯を〇作する

こととした．⿕ᅽኚ఩による࢚ラーを᭱小㝈にす

るために口腔内スキャナーを⏝いた༳㇟᥇ᚓおよ

た．ᚓられたࡗ⾜ည合᥇ᚓをࡧ STL データより

CAD 上でフレームワークをデࢨインし，✚ᒙ㐀ᙧ

（Co-Cr 合㔠）で〇作した．フレームワークを 3D
プリンティングᶞ⬡ᶍᆺに⿦╔した≧ែのスキャ

ンデータより，人ᕤ歯およࡧ義歯床を 3D プリンテ

ィングし，ᶞ⬡ᶍᆺ上でᖖ 㔜合レジンにて一య

໬した．義歯床と人ᕤ歯は一ሢで 3D プリンティン

グしたため，義歯床のࡳ歯⫗Ⰽにてステイࢽング

し，᏶成とした． 

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ 

⿦╔᫬に⓶ᘚ෌ᘓ部の義歯床内面は⢓⭷のᙎᛶ

のᙳ㡪をうࡅることなく，安定を認めた．またည

合᫬にも支ྎ歯により歯᰿⭷支持とṧ存した◳口

⵹による⢓⭷支持によࡗて義歯のືᦂは᭱小㝈で

あࡗた．機能ホ౯においてもブルーシリࢥーンに

よるည合᥋ゐ面✚では㏻法㏻りに〇作した義歯と

ẚ㍑して，ᕥྑのࣂランスはⰋዲであࡗた．また，

VAS による࢔ンࢣートでは࿪ᄮ機能௨እはⰋዲな

⤖果を♧し，ᝈ⪅の‶㊊がᚓられた． 

㏻法の義歯〇作㐣⛬において⓶ᘚ෌ᘓ部のᙳ㡪

をཷࡅるྍ能ᛶある᧯作として，ᴫᙧ༳㇟᥇ᚓ，

精ᐦ༳㇟᥇ᚓ，ည合᥇ᚓ➼がᣲげられるが，口腔

内スキャナーを౑⏝することにより，⓶ᘚ෌ᘓ部

఩の⿕ᅽኚ఩に対して᏶全↓ᅽ≧ែでの口腔内⎔

ቃを᥇ᚓすることがྍ能であࡗた．支持⤌⧊が୙

༑ศな本症౛においては，フレームワークによる

๛ᛶのྥ上は᭷ຠであࡗた，ࡑして᏶全↓ᅽ≧ែ

で義歯を〇作できたことにより，義歯の安定にᐤ

୚できただࡅでなく，来院回ᩘの大ᖜなῶᑡもྍ

能にした． 

口腔内スキャナーを応⏝して〇作した CAD/CAM 㢡義歯

 女川❳ᖹ，ゅ⏣㱟ᖹ，๓⏣ᆂு，ᰩཎ大௓，᪂保⚽ோ，大久保ຊᘅࠐ

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

Fabrication of CAD/CAM prosthetics for detected jaw using intra oral scanner 

 Onagawa R, Tsunoda R, Maeda K, Kurihara D, Shimpo H, Ohkubo Cࠐ

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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✚ᒙ㐀ᙧ Co-Cr クラスプの◊☻方法に関する実㦂的◊✲

武ᒣ୔ᚭۑ ��，Ḉ஭ᩄ⥅ ��，Ἑ村 ᪼ ��，᪂保⚽ோ ��，大久保ຊᘅ ��

�� 鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座， �� 鶴見大学歯学部歯科ᢏᕤ◊ಟ
科

In vitro study surface properties of polished additive manufactured Co-Cr clasps 

 (Takeyama J1), Sakurai T1), Kawamura N2), Shimpo H1), Ohkubo C1ࠐ
1) Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine,
2) Dental Technician Training Institute, Tsurumi University School of Dental Medicine

,．┠的 

 一⯡臨床において，ᚑ来の歯科精ᐦ㗪㐀により

ーシャルデンチャーフレームワークは〇作されࣃ

ているが，᭱ ㏆ではࢥンࣆュータ支᥼タィࢥ�ンࣆ

ュータ支᥼〇㐀（CAD/CAM）ᢏ術が歯科医療にᛴ

㏿にᬑཬしており，ᚑ来の㗪㐀法に௦ࢃり✚ᒙ㐀

ᙧによるフレームワーク〇作がヨࡳられている．

しかしながら，✚ᒙ㐀ᙧ後の⾲面ᙧ≧は，㗪㐀より

⢒く，◊☻ฎ理が↹㞧であることに加えて，㐺合ᛶ

をపୗさせࡎに⁥ἑな⾲面ฎ理を⾜える◊☻方法

について᫂らかにする必せがあࡗた．ࡑこで本◊

✲では，✚ᒙ㐀ᙧにより〇作した Co-Cr 合㔠〇ク

ラスプに対しྛ✀の◊☻を᪋し，⾲面⢒さ，㐺合精

度，保持ຊにཬࡰすᙳ㡪について実㦂的᳨ウを⾜

．たࡗ

,,．方法

➨一大⮻歯をᶍした 18-8 ステンレス㗰〇の㔠ᆺ

をスキャンし，CAD にて࢚ー࢝ースクラスプをタ

ィした．STL データをもとに 50 ȝm Co-Cr 合㔠⢊

ᮎを⏝い✚ᒙ㐀ᙧクラスプを〇作した．クラスプ

内面は࢝ー࣎ランࢲムポイントを⏝いてࣂリ➼を

取り㝖き，୰◊☻までの内面ฎ理を⾜ࡗた（n=5）．
☻◊の後の◊☻は，a㸸ᡭࡑ 15 ศ，b㸸஝式㟁ゎ◊

☻ 30 ศ（DLyte100，NTT データࢨムテクࣀロジー

ズ），c㸸‵式㟁ゎ◊☻ 40 ศ（横浜歯◊），d㸸ࣂレ

ル◊☻ 50 ศ（ハイࣂレルミࢽ，デンࢣン・ハイデ

ンタル），e㸸ショࢵトࣆーࢽング 20 ⛊（50 ȝm ジ

ル࢔ࢽࢥ⢏子，SGF-4，ᐩኈ〇作所），f㸸✚ᒙ㐀ᙧ

とミリングによるハイブリࢻࢵ加ᕤ（LUMEX
Avance-25，ᯇᾆ機Ე〇作所）の 6 ᮲௳をタ定した． 

◊☻終了後の⾲面⢒さは，ハイブリࢻࢵレーࢨ

ーマイクロスࢥープ（OPTELICS-Hybrid，Lasertec 
Co.Ltd，Japan）にて᧜ᙳィ し，またప真✵㉮ᰝᆺ

㟁子㢧ᚤ㙾（SEM，JSM-5600LV/JED-2200，日本㟁

子，日本）を⏝いて，ヨᩱ内面レスト部をࡑれࡒれ

᧜ᙳした．㐺合精度は◊☻後のクラスプと歯ᆺ㔠

ᆺとの㛫㝽についてはⓑⰍシリࢥーンᮦᩱ（Fit  

Checker，ジーシー，東京）を⏝いて㐺合ヨ㦂を⾜

い，㖋ᑤ，⫪部，レストの 3 ⟠所を୓能ᢞᙳ機（x 
50，V-16E，Nikon）にて⿕⭷ཌさを 定した．ึ 期

維持ຊの 定は，ྛ クラスプを引ᙇヨ㦂機（EZ-test 
EZ-S，ᓥὠ〇作所，京㒔）にᅛ定し，クロス࣊ࢵ

ࢻーࣆスࢻ 50 mm/min にてィ した．ᚓられたデ

ータは，⤫ィࢯフト（SPSS，日本 IBM）を⏝いて

一ඖ㓄⨨ศᩓศᯒ後，Tukey の多㔜ẚ㍑᳨定によ

り⤫ィゎᯒを⾜ࡗた（Į㸻0.05）．
,,,．⤖果と考ᐹ 

ᡭ◊☻と஝式㟁ゎ◊☻の⾲面⢒さ （್Sa）は，す

た（p㸺ࡗてのクラスプヨᩱより᭷意にపか࡭
0.05）（ᅗ）．全クラスプの㖋ᑤ，㖋⫪，レスト部の

㛫㝽は 80ࠥ140 ȝm であり，す࡭ての⾲面ฎ理法㛫

において᭷意ᕪは認められなかࡗた（p㸼0.05）．ᚑ
来のᡭ◊☻とショࢵトࣆーࢽングが᭱もపい維持

ຊを♧し，ハイブリࢻࢵ加ᕤとࣂレル◊☻が௚の

⾲面ฎ理法とẚ㍑して᭷意に㧗い維持ຊを♧した

（p㸺0.05）．特に஝式㟁ゎ◊☻はᚑ来のᡭ作ᴗに

よる◊☻とࡰ࡯同ᵝのⰋዲな⾲面ᛶ≧を♧した．

今回の◊☻᮲௳で⾲面ฎ理された✚ᒙ㐀ᙧクラス

プはす࡭て臨床応⏝上，チᐜできる㐺合精度と維

持ຊを♧したが，加ᕤ᮲௳はៅ㔜に㑅ᢥする࡭き

と考えた． 

ᅗ ྛ✀◊☻方法による⾲面⢒さ 
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AI を౑⏝した歯ෙ補綴⿦⨨のタィと歯科ᢏᕤኈのこれからの

ᅾりかた 

஭上⤮理㤶ۑ ��，Ύᐑ一⚽ ��，ᒣ㇂຾ᙪ ��，ᫍ ᠇幸 ��，木本ඞᙪ ��

��神奈川歯科大学歯科診療支᥼学講座歯科ᢏᕤ学ศ㔝，��神奈川歯科大学歯科補綴学講座
クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝

AI-based prosthodontic design and the future of the dental technician. 

 (Inoue E1), Seimiya K1), Yamaya K1), Hoshi N2), Kimoto K2ࠐ
1) Division of the Dental practice support, Kanagawa Dental University, 2) Department of Fixed Prosthodontics, 
Kanagawa Dental University

,．┠的 

 ㏆年，ᛴ成長を㐙げ日ᖖ生άにᾐ㏱する人ᕤ知能

（Artificial Intelligence㸸௨ୗ AI）は，歯科ศ㔝にも

ά⏝がጞまり，歯科ᢏᕤにおいて一部の歯ෙ補綴

⿦⨨のタィがྍ能となࡗた． 

また，ཌ生ປാ┬のㄪ࡭によると 1)歯科ᢏᕤኈの

᭷㈨᱁⪅ᩘ全యの㞳⫋⋡は 2014 年௨㝆 70%を㉸

えており，ᑵᴗ歯科ᢏᕤኈの 52%が 50 ṓ௨上，㈨

᱁取ᚓ人ᩘが増ῶ⋡ 1%とሗ࿌されており 1)，今後

の人ᩘῶᑡが᫂☜である． 

この現≧をᡴ◚す࡭き，本◊✲では，AI を౑⏝し

た歯ෙ補綴⿦⨨のタィࢯフトの特ᚩやメリࢵトと

ඹに，歯科ᢏᕤኈのᑓ㛛的なᴗົが AI のⓎ展に࡝

のように㐺応し，ඹ存できるのか考ᐹする． 

,,．方法 

6 クラウンの୰㛫欠損のᶍᆺデータと 76 クラウ

ンの口腔内データの 2 つのデータを⏝いて，同一

の歯科ᢏᕤኈがᚑ来㏻り 3shape dental designer
（ 3shape/ ᯇ㢼 �を౑⏝したタィと， Dentbird
（imagoworks/Ci メディ࢝ル）で AI のサポートを

౑⏝してタィした〇作データをẚ㍑し，歯ෙ補綴

⿦⨨の AI によるタィの特ᚩを᫂らかにした．

Dentbird を౑⏝した 2 ースは㏻ᖖの臨床でのクࢣ

オリティに㏆࡙ࡅるよう，AI が提᱌したデータを

歯科ᢏᕤኈがಟṇを⾜ࡗてから᏶成とした．

,,,．⤖果およࡧ考ᐹ

6 クラウンタィでは AI のサポートを౑⏝する

Dentbird を⏝いたタィでは 2 ศ 45 ⛊，3shape を౑

⏝したタィでは 3 ศ 57 ⛊であࡗた．76 のクラウ

ンタィでは Dentbird を⏝いたタィで 9 ศ 30 ⛊，

3shape を౑⏝したタィでは 11 ศ 15 ⛊であり，࡝

ちらのࢣースでも AI のサポートによりタィ᫬㛫

が▷⦰した．᏶成したデータはᙧែに大きなᕪ␗

はなく，ည合面のᙧែにⱝᖸのᕪは認めるが臨床

的にはၥ㢟ないᙧែタィであࡗた．

௨上の⤖果から௨ୗ 6 つのポイントが᫂らかと

なࡗた．ձAI のタィはཬ➨点に⮳るが，歯科医師

とᝈ⪅のࢽーズのᢕᥱに歯科ᢏᕤኈが欠かせない

こと，ղಶ々のᝈ⪅に合ࢃせ補綴⿦⨨をタィ・〇

作することは，AI では㞴しいタスクであり，歯科

ᢏᕤኈの⤒㦂とᢏ術が୙ྍ欠となること．ճ㐺ษ

なά⏝には歯科ᢏᕤኈのᢏ術的な知㆑とスキルが

必せで，歯科ᢏᕤኈがಟṇしたデータが AI のディ

ープラーࢽングに加ࢃることでよりᨵၿされてい

くことが期待できること．մAI は補綴⿦⨨のデࢨ

イン支᥼はするものの，精度や㐺合ᛶの☜認，〇

作プロセスのရ㉁管理，トラブルシューティング

な࡝が歯科ᢏᕤኈにጤࡡられること．յAI がⓎ展

する୰，さらなるᢏ術やᮦᩱがⓏ場した㝿に，歯

科ᢏᕤኈは対応や◊✲開Ⓨを⾜い歯科治療のྥ上

に㈉⊩すること．նタィと〇㐀が合理໬だࡅでな

く，PC での作ᴗの᫬㛫で AI タィを౑⏝した࡯う

が㞟୰ຊのメリハリができ，作ᴗ⪅の㈇ᢸ㍍ῶに

期待できること． 

このように AI を౑⏝した歯ෙ補綴⿦⨨のタィ

フトはᴗົに一部ኚ໬をもたらすが，歯科ᢏᕤࢯ

ኈのᑓ㛛的な役割とඹ生が᭷⏝であり，また，AI
はタィの精度と㏿度をྥ上するが，歯科ᢏᕤኈは

AI，࡝ーションやရ㉁管理なࢣࢽミュࢥ では௦᭰

୙ྍ能な役割を果たす必せᛶが♧၀された．

したがࡗて，AI と歯科ᢏᕤኈが┦互に補᏶しあ

うことで，より㧗ရ㉁かつຠ⋡的な歯科ᢏᕤの⎔

ቃが実現できると考えられる． 

,9．ᩥ⊩ 

1) 令和 2 年⾨生⾜ᨻሗ࿌౛�ᑵᴗ医療関ಀ⪅�のᴫ

ἣ ཌ生ປാ┬
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,．⥴言 

⮻歯部ည⪖によりည合఩がపୗしている上㢡๓

歯部欠損症౛では，デンチャース࣌ース୙㊊によ

り義歯の◚損を⧞り㏉す症౛はᑡなくない．本症

౛ではప఩ည合を࿊した上㢡๓歯部欠損症౛に対

し，㔠ᒓリテーナーᆺ義歯によるည合ᣲ上と欠損

補綴を⾜うことでⰋዲな⤒㐣をᚓられたのでሗ࿌

する． 

,,．症౛のᴫせ 

ᝈ⪅は 7� ṓ，⏨ᛶ．上㢡๓歯部の義歯（ �1 ）
がቯれやすいことを୺ッに来院した．全身的᪤ 

Ṕにࣃーキンࢯン病があり，オーラルジスキࢿジ

のため⮻歯ࡑ．による㢡఩୙安定が認められた࢔

部のည⪖によるည合఩のపୗが㉳こり，ୗ㢡๓歯

部が上㢡欠損部㢡ሐに᥋ゐしていた．౑⏝୰の義

歯はデンチャース࣌ースの୙㊊により⳼ⷧな床ᙧ

ែとなり，◚損を⧞り㏉している≧ែだࡗた．௨

๓୧ഃの欠損ഃ㞄ᅾ歯を┤᥋支ྎ歯とし，義歯床

面✚を᭱小㝈としたᙧែの義歯を〇作したが，◚

損を防Ṇできࡎ，義歯〇作を⧞り㏉していた．

,,,．治療内ᐜ

ึ診᫬のୗ㢡安㟼఩は 61 PP，౑⏝୰義歯⿦╔

᫬のည合఩は 57 PP であࡗたため，ప఩ည合と診

᩿した．ည合ჾ⿦╔を⾜い๓歯部で � PP のᣲ上

㔞となるよう診᩿⏝ワࢵクスࢵ࢔プを⾜ࡗた．上

㢡๓歯部のクリ࢔ランスの⋓ᚓを☜認したのち，

ᬻ㛫的にୗ㢡⮻歯部にࢥンポジࢵトレジンを௜୚

し，ည合のᣲ上を⾜ࡗた．࿪ᄮ機能や㢡関⠇に␗

ᖖがないことを☜認し，ୗ㢡⮻歯部の全部㔠ᒓෙ

の෌〇作を⾜ࡗた．上㢡の義歯は歯᰿⭷支持ඃ఩

の㔠ᒓリテーナーᆺ義歯のタィとしてᝈ⪅の␗≀

感を᭱小㝈にするように㓄慮した．オーラルジス

キࢿジ࢔に対するည合面の⪏ᦶ⪖ᛶを㧗めるた

め，౑⏝㔠ᒓはࣂࢥルトクロムを㑅ᢥした．1 は
㢋⯉ഃ歯㢁部にࢥンポジࢵトレジンಟ復がされて

いたことから，生య㏣ᚑᛶを考慮してメタルࢵ࢔

プとし，義歯の๛ᛶ☜保のためメタルࢵࣂキング 

とした．また，ᝈ⪅はࣃーキンࢯン病によるᕦ⦓

ᛶのపୗのため義歯の╔⬺ᅔ㞴をッえており，╔

⬺のᐜ᫆໬を┠的としてᣕᢠ⭎を௜୚するタィと

した．ᇶ本タィを⾜ࡗた後にサベイラインのಟṇ

を⾜い，上㢡のᑓ⏝トレーを〇作，機能的ည合༳

㇟（)%, テクࢵࢽク）による༳㇟᥇ᚓを⾜ࡗた．

⾜ルトクロム合㔠〇のフレームワークヨ㐺をࣂࢥ

い，⁥㉮㐠ືにၥ㢟がないことを☜認した後，義

歯を⿦╔した．義歯〇作୰にも，ୗ㢡⮻歯部ࢥン

ポジࢵトレジンのᦶ⪖を認めたため，診᩿⏝ワࢵ

クスࢵ࢔プと同ᙧែに歯ෙಟ復を⾜ࡗた．歯ࡂし

りの␲いがあるため，᭱終補綴⿦⨨⿦╔後にナイ

ト࢞ーࢻの〇作を⾜ࡗた．

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ

義歯⿦╔後 1 年が⤒㐣したが，義歯の◚損はな

くᝈ⪅‶㊊度も㧗い．グルࢥース⁐ฟ㔞ヨ㦂では

義歯⿦╔᫬ 1�� PJ�G/，1 年⤒㐣 ��� PJ�G/ とⰋዲ

であࡗたが，1 年⤒㐣後のメインテナンス᫬にୗ

㢡⮻歯部ࢥンポジࢵトレジンಟ復のᦶ⪖を認めた

ため，෌度歯ෙಟ復を⾜ࡗた．今後，⪏ᦶ⪖ᛶの

㧗いᮦᩱでୗ㢡の補綴ฎ⨨を⾜うことを考慮しつ

つ，定期的にည合の☜認やメインテナンスを⾜い，

ὀ意῝くほᐹをしていく必せがある． 

本症౛ではᝈ⪅の年㱋を考慮し，ᑡᩘ歯欠損で

ありながらも予後୙Ⰻṧ存歯が⬺ⴠした㝿にはည

合関ಀをኚ໬させࡎに増歯ಟ理がྍ能となるタィ

としている．ࡑのため生య㏣ᚑᛶの㧗い義歯を〇

作できたと考えている．ည⪖によるప఩ည合によ

り補綴⿦⨨◚損を⧞り㏉す本症౛に対して，㔠ᒓ

リテーナーᆺ義歯を⿦╔することによりည合関ಀ

と࿪ᄮ機能を総合的にᨵၿすることができたと考

えられる．

⮻歯部ည⪖によるప఩ည合に対し㔠ᒓリテーナーᆺ義歯でည合

ᣲ上を⾜ࡗた症౛ 

小➟ཎ᲍Ἃ，బ⸨ὒᖹ，ⓑ஭㯞⾰，大久保ຊᘅۑ

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

,PSURYHPHQW %LWH UDLVLQJ ZLWK D UHWDLQDEOH UHPRYDEOH GHQWXUH IRU LQIUDRFFOXVLRQ GXH WR SRVWHULRU WRRWK 
DWWULWLRQ� 

 & 2JDVDZDUD /� 6DWR <� 6KLUDL 0� 2KNXERࠐ

'HSDUWPHQW RI 2UDO 5HKDELOLWDWLRQ DQG 3URVWKRGRQWLFV� 7VXUXPL 8QLYHUVLW\ 6FKRRO RI 'HQWDO 0HGLFLQH 
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,．⥴言 

部ศ床義歯による欠損補綴治療を⾜う㝿，クラ

スプが審美ᛶを損ࡡてしまうࢣースはᑡなくな

い．しかしながら義歯の維持安定のために，クラ

スプをྵめた支ྎ⿦⨨による義歯と支ྎ歯のᙉᅛ

な連⤖は，必せ୙ྍ欠であると考えられる．ࡑこ

でミリングワークにより連⤖ᙉ度と審美ᛶを୧❧

させた義歯の 1 症౛を供ぴする．

,,．症౛のᴫせ 

ᝈ⪅は57ṓの女ᛶで࿪ᄮᅔ㞴と審美୙Ⰻを୺ッ

に来院した．1 年๓に上㢡ྑഃのインプラントを㝖

ཤしてから࿪ᄮᅔ㞴となࡗた．᳨ᰝの⤖果，上㢡

ではブリࢵジの支ྎ歯である 3 㐲心၁ഃ๓⿦部の

◚損，321 ンメタルクラスプデンチャーの支ྎ歯ࣀ

୙㊊，6 欠損のᨺ⨨による 7 のഴᩳ・᣿ฟとࡑれに

కう上㢡ᕥഃのクリ࢔ランス୙㊊がၥ㢟点として

ᣲげられた． 

,,,．治療内ᐜ 

 義歯による欠損補綴治療を⾜うにあたり，㏻法

㏻り〇作する場合，義歯の維持安定をᚓるために

は๓歯部にクラスプをタィする必せがあࡗた．し

かし，ᝈ⪅が㧗い審美ᛶをせồしていたため，௨

ୗの治療方法をᝈ⪅にㄝ᫂した．(1)インプラント

治療，(2)上㢡ブリࢵジに歯ෙእ࢔タࢵチメントを

タィ，(3)支ྎ⿦⨨にミリングワークを⏝いてクラ

スプ௨እで義歯の維持ຊを☜保する．ᝈ⪅はイン

プラント治療には同意せࡎ，ᅛ定ᛶ補綴⿦⨨には

なる࡭く㔠ᒓを⏝いたくないとのことから，歯ෙ

እ࢔タࢵチメントは了ゎがᚓられなかࡗた．௨上

のことから，今回ジル࢔ࢽࢥブリࢵジにミリング

を᪋した㔠ᒓ床義歯を〇作することとした．まࡎ

ᕥୗ欠損部をブリࢵジで補綴することとし，プロ

ビジョナルブリࢵジを⿦╔した．ࡑの㝿 7 の᣿ฟ

を᫝ṇした．上㢡は 1-5 にプロビジョナルブリࢵ

ジと治療⏝義歯を⿦╔し，㏿やかなည合回復をᅗ

ࢵ࢔クスࢵジのワࢵた．ည合ჾ上で๓歯部ブリࡗ

プと義歯の人ᕤ歯᤼ิを⾜い，プロビジョナルブ

リࢵジをಟṇした．๓歯部の審美ᛶに了ゎがᚓら

れたのち，上㢡の連⤖ブリࢵジの〇作を⾜ࡗた．

本症౛では㔠ᒓとẚ㍑してたࡳࢃがᑡないジルࢥ

のᮦᩱ特ᛶࡑ，でミリングワークを⾜うため࢔ࢽ

を考慮し，インターロࢵク部ศをࣃラレルにせࡎ，

口⵹ഃブレーシング面と同ᵝにテーࣃー2 度にタ

定した．義歯と支ྎ⿦⨨の㐺合をᴟຊ㧗めるため，

⏝プ༳㇟により義歯〇作のための作ᴗࢵ࢔クࢵࣆ

ᶍᆺ上に，᏶成したジル࢔ࢽࢥブリࢵジを取り㎸

㔠ᒓ床義歯フレームワーク〇作᫬にラ࣎サイ，ࡳ

で支ྎ⿦⨨との㐺合を┤᥋☜認しながら義歯をࢻ

〇作することとした．ࡑの後は㏻法㏻り㔠ᒓ床義

歯を〇作し，᏶成᫬に義歯とジル࢔ࢽࢥ連⤖ブリ

 ．ジを同᫬に⿦╔したࢵ

,9．⤒㐣ならࡧに考ᐹ 

ึ診᫬，治療⏝義歯⿦╔᫬，᪂義歯⿦╔後にグ

ルࢥース⁐ฟ度ヨ㦂を⏝いて機能ホ౯を⾜ࡗた．

ึ診᫬に 122 mg/dl であࡗたィ ್が治療⏝義歯

⿦╔᫬には 139 mg/dl，᪂義歯⿦╔後は 151 mg/dl
とྥ上した．維持ຊについても義歯⿦╔༙年⤒㐣

後ではῶ⾶を認めࡎ，Ⰻዲな⤒㐣をたࡗ࡝ている．

ミリングワークによる連⤖ᙉ度のྥ上により，ク

ラスプの㐺⏝を᭱ᑡとすることができ，ᝈ⪅も㧗

い審美ᛶに‶㊊されていた．

 ジル࢔ࢽࢥを支ྎ⿦⨨としたミリングワークは

ᚑ来の㔠ᒓ同ኈの場合とẚ㍑して，義歯と支ྎ⿦

⨨にཝᐦな㐺合がせồされるが，ࡑれらがクリ࢔

できれࡤ，義歯の連⤖ᙉ度を☜保しながら㧗い審

美ᛶをᚓることがྍ能な方法であることが☜認で

きた． 

審美ᛶを考慮したジル࢔ࢽࢥブリࢵジ支ྎミリングデンチャー

の � 症౛ 

 Ụဴ㑻� 㒆 ၨ௓，ΎỈ ㈼，బ⸨ὒᖹ，大久保ຊᘅ⸩ࠐ

鶴見大学歯学部口腔リハビリテーション補綴学講座 

A case of esthetic milling denture supported by zirconia bridge 

 Fujie T，Kohri K，Shimizu S，Sato Y，Ohkubo Cࠐ

Department of Oral Rehabilitation and Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine 
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,．┠的 

↓歯㢡㢡ሐの୕ḟඖᙧ≧は，これまでᙧ≧グ㘓

ができるᮦᩱをᝈ⪅の口腔内に一定᫬㛫（3㹼4 ศ

㛫）␃め，◳໬後に口腔እに᧔ཤする┤᥋法であ

，た．↓歯㢡ᝈ⪅は㧗㱋で口腔内の機能がపୗしࡗ

༳㇟ᮦᩱのㄗᄟのリスクもある．このような㧗㱋

ᝈ⪅の身య的㈇ᢸを考慮し，ྍ᧔ᛶ義歯〇作のた

めの᪂たな༳㇟法として CBCT ᧜ᙳ法に╔┠して

いる．今回は，これまでの先⾜◊✲（Bashar1)，ウ

イࢲ 2））の⤖果から，歯科⏝の㐺合ヨ㦂ᮦを⏝い

た CBCT ༳㇟術式のྍ能ᛶについてሗ࿌する．

（◊✲೔理ᢎ認␒ྕ㸸神奈川歯科大学 ➨ 903 ␒） 

,,．方法 

㸯．CBCT ᧜ᙳの準備

本◊✲に同意がᚓられたᝈ⪅1ྡを対㇟⪅とし，

౑⏝୰の上ୗ総義歯内に㐺合ヨ㦂ᮦ（フ࢓インチ

シュし，ည㢌ࢵーp，ᯇ㢼）を௓ᅾさせウ࢛࢝ࢵ࢙

ᔐ合఩で保持した． 

㸰．CBCT ᧜ᙳ

౑⏝した CBCT は，神奈川歯科大学㝃ᒓ横浜◊

ಟセンター，ᨺᑕ⥺科の 3D （Accuitomo F17� ࣔ
リタ〇作所，日本）を౑⏝した．

࣎クセルサイズ㸸0.250 mm�0.250 mm�0.250
mm㸹 FOV㸸┤ᚄ 170 mm�㧗さ 120 mm，෌ᵓ成

フィルタ㸸G_001，↷ᑕ᮲௳㸸管㟁ᅽ㸸90.0 kV，

管㟁流㸸6.0 mA，↷ᑕ᫬㛫㸸17.5 sec
㸱．CBCT DICOM データのฎ理

(1) 90 kV� 6 mA� 360 °スキャンにて᧜ᙳした画ീ

データを DICOM ᙧ式でฟຊ

(2) 㐺合ヨ㦂ᮦのᙧ≧をᢳฟし，STL データへኚ換

（In Vesalius 3.1, CTI）
(3) 生成した STL データから㢡ሐ⢓⭷⾲面のቃ⏺

面データのࡳをᢳฟし，ࣀイズ㝖ཤ，補㛫，スム

ージングฎ理ののちྎ座ᙧ成し，෌度 STL データ

としてฟຊ（Meshmixer 3.5.474, Autodesk）

㸲．3D プリント義歯〇作（S-WAVEp，ᯇ㢼，日本） 

ᚓられたSTLデータを3Shapeࢯフトにインポー

トし，市㈍のシステムで 3D プリント義歯を〇作し

た．

,,,．⤖果およࡧ考ᐹ

今回は CBCT DICOM データから，3D プリント

義歯〇作に必せな STL データኚ換において，ࣀイ

ズにより㢡ሐ⢓⭷面のᢳฟฎ理がᐜ᫆ではなかࡗ

た．現᫬点ではᝈ⪅の㢡ሐ⢓⭷への㧗い㐺合ᛶは

期待できないが，↓歯㢡㢡ሐ⢓⭷の CBCT ༳㇟法

のྍ能ᛶが♧၀された．今後は௓ᅾするᮦᩱの᳨

ウを⾜い，精度の㧗い㢡ሐ⢓⭷面のᢳฟฎ理を考

᱌する所存である． 

,9．ᩥ⊩ 

1) Bashar  Alqassab，Auday  Al Taai，須⸨真⾜，

生⏣㱟ᖹ，⋢⨨຾司. ↓歯㢡ᝈ⪅のデジタル義

歯〇作法に関する◊✲ ➨ 4 ሗ CBCT による㢡

ሐ⢓⭷ 3 ḟඖᵓ⠏. 日補綴会ㄅ 2021; 13・130
回特別ྕ: 126.

2) シャ̿ࢵࣂサブࢵル࢝࢔，イࢲイウ࢔ルタ࢔

ル，須⸨真⾜，⋢⨨຾司．歯科⏝ CBCT による

↓歯㢡㢡ሐ⢓⭷の༳㇟精度に関する◊✲.日補

綴会ㄅ 2022; 14・131 回特別ྕ: 223.

CBCT ༳㇟法による 3D プリント義歯〇作法のྍ能ᛶについて

຾司⨨⋣ࠐ サブࢵル࢝࢔・シャールࢵࣂ，（� �），ウࢲイ・࢔ルタ࢔イ �） 

��神奈川歯科大学，��࢔ル࢔イン・ス࣌シャライズࢻ・メディ࢝ル・センター，��࢔ルマ
ラク・࢚ステティࢵク・センター

Possibility of 3D printed denture manufacturing method using impression method using CBCT 

 （Tamaki K1), Al-Qassab B2）, Al-Taai A3ࠐ
1) Kanagawa Dental College, 2) Al Ain Specialized Medical Center, 3) Almalak Aesthetic Center 
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,．┠的

多ᒙᵓ㐀のᅽ᥋シートや 3D プリント㐀ᙧ法な

のヲ⣽にࡑ，᪂たな⣲ᮦも上市されているが，࡝

ついてのሗ࿌はない．ᡃ々は，ࡑの臨床的特ᚩに

ついて多ゅ的に᳨ウしており 1,2)，今回は➇ᢏ⪅の

㐠ື᫬かࡳしめ⮬ぬの᭷↓や⿦╔感を୰心とした

．ートㄪᰝ⤖果についてሗ࿌するࢣン࢔

,,．方法

ᢏ⪅（◳式㔝⌫・ラグビー）58➇࢔マチュ࢔ ྡ

を対㇟に，᪤〇シートᅽ᥋法（デントグラフト J
࢞ーࢻ 3 mm, ࣚシࢲ）（௨ୗ，ᅽ᥋法）と，口腔

内スキャナー（TRIOS3，3Shape）によるデジタル

データを⏝いた 3D プリント㐀ᙧ法（ディーマプリ

ントࢯフトスプリント，クル࢓ࢶー）（cara print4.0
Pro，クル࢓ࢶー）（௨ୗ，㐀ᙧ法）の 2 ✀㢮のマ

ウス࢞ーࢻを⿦╔し，࢔ンࢣートㄪᰝを⾜ࡗた．

◊✲デࢨインは，⿕㦂⪅を⿦╔㡰にᅽ᥋法Ѝ㐀ᙧ

法と㐀ᙧ法Ѝᅽ᥋法の 2 ⩌とし，クロスオーࣂー

ヨ㦂として来院␒ྕ㡰に交互に割௜した．⿦╔期

㛫は 2 㐌㛫とし，2 ⿦⨨┠の౑⏝๓には 1 㐌㛫のウ

ン࢔．るようᣦ♧したࡅウト期㛫をタ࢔シュࢵ࢛

ン࢔．ートはオンラインにて提ฟ・回཰としたࢣ

ࡧートにはẶྡ・年㱋・ᛶ別・➇ᢏ✀┠ྡおよࢣ

౑⏝期㛫や㐠ື᫬のかࡳしめ⮬ぬの᭷↓，⿦╔感 3
㡯┠（㐺合ᛶ・安定感・◳さ）について 10 ẁ㝵ホ

౯にて㑅ᢥし，一方のマウス࢞ーࢻ౑⏝後に提ฟ

させ，᭱終的に౑⏝したいマウス࢞ーࢻを㑅ᢥさ

せた．

さらに，本◊✲で⏝いた 2 ✀㢮のマウス࢞ーࢻ

のည合面部での◳さをᐈほ的にẚ㍑する┠的で，

デュロメータ◳さ（ISO 7619-1）をィ した．ᅽ᥋

法はᅽ᥋加ᕤ๓のཌさ 3 mm の᪤〇シートを 50 
mm�50 mm に࢝ࢵトㄪᩚ，㐀ᙧ法は同じサイズに

加ᕤした．ィ は，ྛヨᩱ∦を 2 ᯛに✚ࡳ㔜ࡡ，

ᅽ᥋法は D タイプ，㐀ᙧ法は A タイプにて，保持

ྎなしにてྛシート上でスプリング式◳度ィ

（Durometer TYPE D・A ，上ᓥ〇作所）にて 5 回 

 定し，ᖹᆒ್をồめた．

,,,．⤖果と考ᐹ 
➇ᢏ⪅の年㱋は 15㹼20 ṓ（ᖹᆒ 17 ṓ）で，⿦

╔感 3 㡯┠（㐺合ᛶ・安定感・◳さ）については，

ᅽ᥋法と㐀ᙧ法ඹにᴫࡡ㧗ホ౯であࡗたものの，

஦๓࢔ンࢣートとして㐠ື᫬のかࡳしめ᭷の⮬ぬ

ㄪᰝに対して「かࡳしめる」と回⟅した人（33 ྡ）

の内 18 ྡ（55㸣）がᅽ᥋法を，「かࡳしめない」

と回⟅した人（14 ྡ）の内 7 ྡ（50㸣）が㐀ᙧ法

を㑅ᢥした．また，デュロメータ◳さにおいて，

ᅽ᥋法に⏝いた᪤〇シートはᖹᆒ 42（デュロ D），

㐀ᙧ法はᖹᆒ 87（デュロ A）と，᪤〇シートの方

が᭷意に◳いことがࢃかࡗた．本◊✲で〇作した

スポーࢶマウス࢞ーࢻは，加ᕤ後のᙧ≧は同一と

なるようㄪᩚしているものの，᏶成యの≀ᛶに同

ᵝのᕪ␗が生じていたྍ能ᛶがあり，➇ᢏ⪅の୺

ほ的ホ౯（マウス࢞ーࢻの㑅ᢥ）にᙳ㡪したもの

と考えられた．௨上のことから，かࡳしめ⮬ぬの

஦๓☜認は，➇ᢏ⪅のႴዲに合ࢃせたマウス࢞ー

 ．㑅ᢥに㝿して，参考となるྍ能ᛶが♧၀されたࢻ
,9．ᩥ⊩

1) ⷵ部ᝆ司㑻，⚟ᒣ༟ᚿ，Ύᐑ一⚽, ୰㟼฼ᩥ，

一Ⰽࡺかり，஭上 ඔ࡯か．᪤〇シートᅽ᥋法

と 3D プリント㐀ᙧ法によるスポーࢶマウス࢞

ーࢻの臨床的ẚ㍑．日補綴会ㄅ 2023; 14・西関

東支部学術大会特別ྕ 36.
2) ⷵ部ᝆ司㑻，⚟ᒣ༟ᚿ，Ύᐑ一⚽，୰㟼฼ᩥ，

一Ⰽࡺかり，஭上 ඔ࡯か．シートᅽ᥋法と 3D
プリント㐀ᙧ法によるスポーࢶマウス࢞ーࢻ

の⿦╔感に関するㄪᰝ．日補綴会ㄅ 2023; 15・
132 回特別ྕ 280.

（神奈川歯科大学◊✲೔理ጤဨ会ᢎ認␒ྕ㸸813） 

SMG 㑅ᢥにおࡅる「㐠ື᫬かࡳしめ⮬ぬㄪᰝ」の᭷ຠᛶ

部ᝆ司㑻ⷵࠐ �），⚟ᒣ༟ᚿ �），Ύᐑ一⚽ �），୰㟼฼ᩥ �），ᐩ㔝ࡺかり �），஭上 ඔ �），Ύ
Ỉ⤫ኴ �），久保ᩔྐ �），୰୸ள美 �），∦ᒸඃ加 �），෠Ọ㡰ᖹ �），村上リ⧊ �），ᒾୗⱥኵ �），
ℊ㔝奈✑ �），஭㔝 ᬛ �） 
��神奈川歯科大学歯科補綴学講座᭷床義歯補綴学ศ㔝� ��神奈川歯科大学歯科診療支᥼学
講座歯科ᢏᕤ学ศ㔝� ��神奈川歯科大学歯科補綴学講座クラウンブリࢵジ補綴学ศ㔝

The usefulness of “Survey on awareness of clenching during exercise” in SMG selection 

 ,(Sonobe Y1), Fukuyama T1), Seimiya K2), Nakashizu T2), Tomino Y1), Inoue M3), Shimizu T1), Kubo A1ࠐ
Nakamaru A1), Kataoka Y1), Tominaga J1), Murakami S1), Iwashita H1), Hamano N1) , Ino S1) 
1) Department of Removable Prosthodontics, Kanagawa Dental University, 2) Department of Dental
Laboratory Technology, Kanagawa Dental University, 3) Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa
Dental University
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